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江
戸
時
代
の
宇
治
茶
師
穴
　
田
小
　
夜
　
子
江戸時代の宇治茶師
は
じ
め
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
”
茶
師
”
と
は
、
元
来
茶
の
生
産
・
製
造
を
業
と
す
る
者
を
い
う
。
茶
師
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
と
い
う
名
称
は
室
町
時
代
頃
か
ら
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
江
戸
時
代
に
“
茶
師
”
と
い
う
と
宇
治
の
御
用
茶
師
を
指
し
た
。
こ
の
宇
治
茶
師
は
、
主
と
し
て
幕
府
・
朝
廷
・
諸
大
名
の
茶
を
と
り
扱
い
、
種
々
の
特
権
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。
　
江
戸
時
代
に
、
宇
治
の
ほ
か
に
も
茶
を
生
産
す
る
と
こ
ろ
は
多
数
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
宇
治
茶
が
上
層
階
級
者
に
重
用
さ
れ
て
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
た
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
宇
治
茶
の
歴
史
を
概
観
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
　
宇
治
に
茶
を
は
じ
め
て
移
植
し
た
の
は
栂
尾
高
山
寺
の
僧
明
恵
だ
と
い
　
（
4
）
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
鎌
倉
時
代
の
は
じ
め
明
恵
は
、
南
宋
よ
り
茶
種
と
茶
の
製
法
を
持
ち
帰
っ
た
禅
僧
栄
西
か
ら
貰
い
受
け
た
茶
種
を
栂
尾
深
瀬
に
播
種
し
、
後
さ
ら
に
そ
れ
を
黄
漿
山
万
福
寺
門
前
あ
た
り
に
植
え
た
と
い
う
。
そ
し
て
鎌
倉
時
代
後
期
に
は
、
字
治
茶
は
栂
尾
茶
の
補
佐
的
地
位
　
　
（
5
）
に
あ
っ
た
。
　
室
町
時
代
の
は
じ
め
、
足
利
義
満
が
宇
治
平
等
院
周
辺
に
茶
園
を
つ
く
　
（
6
）
ら
せ
た
。
そ
の
後
室
町
幕
府
の
庇
護
を
う
け
、
ま
た
宇
治
の
地
味
が
茶
の
栽
培
に
適
し
て
い
た
た
め
、
室
町
時
代
中
頃
に
は
、
宇
治
は
栂
尾
を
圧
倒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
し
て
日
本
一
の
茶
所
と
な
っ
た
。
　
そ
の
後
、
秀
吉
が
特
別
に
茶
事
を
愛
好
し
、
諸
大
名
も
こ
れ
に
倣
っ
て
茶
の
湯
が
隆
盛
す
る
と
、
茶
の
需
要
は
急
激
に
増
加
し
て
い
っ
た
。
こ
の
頃
宇
治
の
茶
師
が
茶
園
に
覆
を
か
け
て
霜
を
防
ぎ
、
ま
た
日
光
を
調
節
し
　
　
　
　
　
　
　
お
い
し
た
て
良
茶
を
製
す
る
覆
下
茶
園
を
つ
く
る
な
ど
し
て
茶
を
改
良
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
さ
ら
に
良
質
の
茶
が
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
上
層
階
級
老
は
宇
治
茶
を
ま
す
ま
す
愛
好
し
、
重
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
　
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
幕
府
は
宇
治
の
茶
師
の
中
か
ら
御
用
茶
師
を
指
一47一
定
し
た
。
そ
し
て
覆
下
茶
生
産
を
御
用
茶
師
の
特
権
と
し
、
そ
の
自
由
生
産
を
制
限
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
江
戸
時
代
、
良
質
茶
で
あ
る
覆
下
茶
は
宇
治
で
の
み
生
産
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
御
用
茶
師
は
他
の
茶
製
造
家
た
ち
と
区
別
さ
れ
て
”
御
茶
師
”
と
敬
称
さ
れ
、
ま
た
単
に
〃
茶
師
”
と
い
う
と
宇
治
の
御
用
茶
師
を
指
す
よ
う
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
も
つ
　
　
　
お
ふ
く
ろ
　
　
　
お
と
う
り
（
8
）
な
っ
た
。
こ
の
茶
師
は
御
物
茶
師
・
御
袋
茶
師
・
御
通
茶
師
の
三
階
層
に
わ
か
れ
て
お
り
、
茶
頭
取
で
あ
る
上
林
長
男
家
、
四
男
家
の
両
家
に
統
括
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
特
権
を
与
え
ら
れ
た
反
面
、
茶
業
に
関
し
て
幕
府
よ
り
種
々
の
束
縛
干
渉
も
受
け
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
　
茶
を
栽
培
し
、
茶
摘
み
の
後
製
茶
し
、
そ
れ
を
茶
壺
に
詰
め
る
ま
で
が
茶
師
の
仕
事
で
そ
の
茶
壷
の
運
搬
は
茶
を
購
入
す
る
者
が
お
こ
な
っ
た
。
そ
れ
が
当
時
の
宇
治
茶
の
購
入
方
法
で
あ
っ
た
。
幕
府
の
場
合
、
そ
の
茶
壷
運
搬
を
”
御
茶
壷
道
中
”
と
称
し
、
幕
府
の
威
勢
を
示
す
の
に
利
用
し
た
も
の
と
し
て
名
高
い
。
そ
の
御
茶
壷
道
中
に
つ
い
て
は
大
島
延
次
郎
氏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
等
が
交
通
史
の
立
場
か
ら
詳
し
く
研
究
さ
れ
て
い
る
。
（
翫
か
し
、
茶
師
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
そ
の
茶
壺
道
中
や
宇
治
茶
業
史
等
に
附
随
し
て
研
究
さ
れ
て
き
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
茶
師
に
つ
い
て
詳
し
い
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
は
、
明
治
維
新
後
幕
府
や
諸
大
名
の
保
護
が
な
く
な
り
、
大
部
分
の
茶
師
が
廃
業
、
転
業
し
て
し
ま
い
、
史
料
が
乏
し
い
上
に
散
在
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
で
あ
ろ
う
。
　
本
稿
は
、
現
在
の
宇
治
茶
問
屋
の
中
で
唯
［
茶
師
の
系
統
を
ひ
く
上
林
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
春
松
家
所
蔵
の
古
文
書
を
主
な
史
料
と
し
て
、
江
戸
時
代
の
宇
治
茶
師
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
茶
師
の
成
立
郭
情
、
幕
府
・
朝
廷
・
諸
大
名
と
の
関
係
、
生
活
状
態
等
を
調
べ
る
ご
と
に
よ
っ
て
、
茶
師
の
当
時
の
地
位
と
役
割
、
お
よ
び
明
治
維
新
後
大
部
分
の
茶
師
が
没
落
し
た
要
因
等
を
考
察
し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ご
う
の
ふ
（
1
）
　
「
人
倫
訓
蒙
図
彙
」
作
業
部
（
2
）
　
「
日
本
産
業
史
大
系
」
第
六
巻
近
畿
編
宇
治
の
茶
の
項
（
3
）
　
宇
治
茶
史
に
つ
い
て
は
、
『
宇
治
茶
園
史
概
説
』
（
藤
田
元
春
「
史
林
」
十
　
　
ニ
ー
四
）
、
『
宇
治
茶
園
の
起
源
に
つ
い
て
』
（
口
入
田
覚
了
「
歴
史
地
理
」
　
　
二
十
一
－
一
）
「
京
都
府
茶
業
史
」
、
「
京
都
府
の
茶
業
」
、
「
日
本
産
業
史
大
　
　
系
」
（
前
出
）
な
ど
に
詳
し
い
。
（
4
）
宇
治
茶
の
明
恵
創
始
説
は
、
伝
説
的
で
あ
る
。
足
利
義
満
創
始
説
も
あ
る
　
　
が
、
宇
治
を
広
義
に
解
せ
ば
義
満
以
前
に
宇
治
に
茶
が
植
え
ら
れ
て
い
た
こ
　
　
と
は
確
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
宇
治
と
い
っ
て
も
、
黄
奨
山
付
近
の
宇
治
　
　
郡
と
、
平
等
院
付
近
の
久
世
郡
宇
治
郷
と
が
、
と
な
り
あ
わ
せ
て
二
地
あ
っ
　
　
た
。
江
戸
時
代
に
は
双
方
共
に
茶
栽
培
が
さ
か
ん
で
あ
っ
た
が
、
前
者
の
宇
　
　
治
郡
木
幡
付
近
に
は
、
，
一
般
に
町
売
り
す
る
茶
製
造
家
が
多
く
い
た
。
本
稿
　
　
で
述
べ
る
茶
師
が
活
躍
し
た
の
は
、
後
老
久
世
郡
宇
治
郷
の
方
で
、
そ
の
茶
　
　
園
の
も
と
を
つ
く
っ
た
の
が
義
満
で
あ
っ
た
。
（
注
〔
6
〕
参
照
）
し
た
が
っ
て
　
　
双
方
あ
わ
せ
て
宇
治
を
広
義
に
解
せ
ば
、
明
恵
創
始
説
が
有
力
と
な
る
わ
け
　
　
で
あ
る
。
（
5
）
　
「
異
制
庭
訓
往
来
」
（
「
群
書
類
従
」
巻
百
四
十
）
（
6
）
　
「
菟
道
旧
記
」
「
片
玉
集
」
な
ど
に
、
義
満
が
大
内
義
弘
に
命
じ
、
宇
治
に
一48一
江戸時代の宇治茶師
　
　
森
、
川
下
園
を
つ
く
ら
せ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
に
倣
っ
　
　
て
斯
波
氏
が
朝
日
園
、
京
極
氏
が
祝
井
、
奥
の
山
園
、
山
名
氏
が
宇
文
字
園
　
　
を
宇
治
に
つ
く
ら
せ
た
と
い
う
。
（
7
）
　
「
尺
素
往
来
」
（
「
群
書
類
従
」
巻
百
四
十
一
）
に
『
宇
治
者
当
代
近
来
之
御
　
　
賞
翫
、
栂
尾
者
此
間
難
衰
微
之
体
候
』
と
あ
る
。
（
8
）
　
こ
れ
ら
の
呼
び
方
に
つ
い
て
は
、
上
林
春
松
家
の
御
主
人
の
お
話
し
に
よ
　
　
る
と
、
御
物
（
こ
も
つ
）
、
御
袋
（
お
ふ
く
ろ
）
、
御
通
（
お
と
う
り
）
と
い
う
の
　
　
が
、
旧
来
か
ら
の
呼
び
な
ら
わ
し
だ
そ
う
で
あ
る
。
（
9
）
　
こ
の
当
時
の
茶
は
多
く
挽
茶
す
な
わ
ち
抹
茶
で
あ
っ
た
。
茶
師
は
石
臼
で
　
　
挽
く
以
前
の
確
茶
（
点
茶
）
の
段
階
で
茶
壼
に
詰
め
る
。
購
入
者
は
旧
暦
十
　
　
月
頃
茶
壺
の
口
を
切
り
、
磯
茶
を
石
臼
で
挽
い
て
喫
し
た
。
現
在
そ
の
行
事
　
　
は
茶
道
の
方
で
〃
口
切
り
の
茶
事
〃
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
（
1
0
）
　
『
茶
壷
道
中
』
（
大
島
延
次
郎
「
日
本
交
通
史
論
叢
」
続
編
）
、
「
江
戸
時
　
　
代
の
交
通
文
化
」
（
樋
畑
雪
湖
著
）
、
「
図
録
茶
道
史
」
（
林
屋
辰
三
郎
著
）
（
1
1
）
　
宇
治
茶
業
史
に
つ
い
て
は
、
前
出
（
注
〔
3
〕
）
の
ほ
か
に
、
『
京
都
農
業
　
　
の
歴
史
ー
封
建
時
代
に
お
け
る
宇
治
茶
業
の
発
展
』
（
三
橋
時
雄
「
京
都
農
　
　
業
」
ニ
ー
十
）
、
「
宇
治
茶
の
話
」
（
上
林
楢
道
「
茶
道
全
集
」
巻
七
）
、
「
日
　
　
本
製
茶
史
雑
稿
」
（
林
春
隆
「
茶
道
全
集
」
巻
十
三
）
な
ど
の
論
文
等
が
あ
　
　
る
。
（
1
2
）
　
春
松
家
は
元
禄
年
間
に
火
事
が
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
史
料
は
大
部
分
消
滅
　
　
し
て
お
り
、
江
戸
時
代
後
期
（
文
化
文
政
以
降
）
の
記
録
等
が
多
く
残
存
し
　
　
て
い
る
。
内
容
は
春
松
家
の
み
で
な
く
他
の
茶
師
の
史
料
も
あ
る
。
初
期
の
　
　
史
料
は
、
京
都
大
学
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
史
　
　
料
そ
の
他
「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
等
の
刊
本
を
使
用
し
た
。
こ
れ
ら
の
内
容
は
宇
治
代
官
、
茶
頭
取
の
上
林
両
家
の
も
の
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
時
代
的
に
も
内
容
か
ら
い
っ
て
も
史
料
が
散
漫
で
あ
る
。
し
か
し
、
宇
治
茶
師
は
相
互
の
関
連
が
強
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
散
漫
な
史
料
か
ら
で
も
、
当
時
の
茶
師
の
状
況
を
あ
る
程
度
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
思
う
。
た
だ
し
、
本
稿
で
は
三
仲
間
茶
師
の
う
ち
の
御
物
茶
師
が
中
心
に
な
り
御
袋
、
御
通
茶
師
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
詳
し
く
調
べ
ら
れ
な
か
っ
た
。
一、
范
p
茶
師
の
成
立
　
e
　
上
林
一
族
の
拾
頭
　
江
戸
時
代
を
通
じ
て
、
宇
治
の
茶
師
全
体
を
統
率
し
て
い
た
上
林
長
男
家
、
四
男
家
を
は
じ
め
、
上
林
一
族
は
茶
師
の
中
で
も
有
力
な
地
位
を
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
め
て
い
た
。
こ
の
上
林
家
は
「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
に
よ
る
と
、
は
じ
め
赤
井
と
称
し
て
い
た
が
丹
波
国
上
林
郷
に
歴
世
居
住
し
て
い
た
た
め
、
上
林
姓
を
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
久
重
の
と
き
に
宇
治
に
移
り
茶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
師
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
久
重
の
長
男
久
茂
は
、
森
彦
右
衛
門
と
共
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
に
、
宇
治
茶
師
の
中
で
も
特
に
秀
吉
に
愛
好
さ
れ
優
遇
さ
れ
て
い
た
。
森
家
は
、
室
町
時
代
か
ら
の
旧
家
で
あ
っ
た
が
、
江
戸
時
代
初
期
に
没
落
す
（
4
）
る
。　
森
家
等
に
比
し
て
い
わ
ば
新
参
で
あ
っ
た
上
林
家
が
江
戸
幕
府
に
と
り
た
て
ら
れ
た
の
は
、
単
に
上
林
の
茶
が
上
質
で
あ
っ
た
と
い
う
ば
か
り
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
は
な
い
。
す
な
わ
ち
久
重
の
四
男
政
重
が
家
康
に
仕
え
、
そ
の
功
績
に
よ
っ
て
、
後
上
林
一
族
が
御
用
茶
師
の
中
で
も
有
力
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一49一
　
政
重
は
元
亀
年
間
頃
か
ら
家
康
に
仕
え
、
天
正
元
年
に
知
行
地
百
石
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
与
え
ら
れ
三
河
国
土
呂
奉
行
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
そ
の
後
小
牧
・
長
久
手
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
戦
い
な
ど
で
度
々
戦
功
が
あ
っ
た
が
、
天
正
十
八
年
家
康
関
東
移
封
の
後
、
政
重
は
彼
の
故
郷
で
あ
る
山
城
国
宇
治
に
采
地
を
移
さ
れ
た
。
そ
し
て
宇
治
で
茶
業
を
営
む
か
た
わ
ら
、
大
坂
城
内
・
西
国
大
名
の
様
子
等
を
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
家
康
に
知
ら
せ
て
い
た
。
そ
の
後
、
慶
長
五
年
関
ケ
原
戦
に
先
だ
ち
、
西
軍
が
伏
見
城
を
攻
め
る
と
聞
い
た
時
、
政
重
は
旧
恩
に
報
い
る
の
は
こ
の
時
で
あ
る
と
決
意
し
て
伏
見
城
へ
赴
き
、
鳥
居
元
忠
・
松
平
家
忠
等
と
共
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
に
、
八
月
一
日
五
十
一
才
で
戦
死
し
た
。
　
関
ケ
原
戦
後
、
政
重
の
次
男
政
信
が
家
康
に
謁
見
し
、
知
行
地
を
三
百
石
に
加
増
さ
れ
、
宇
治
代
官
お
よ
び
茶
師
を
と
り
し
ま
る
茶
頭
取
の
地
位
を
確
保
し
た
。
先
に
あ
げ
た
上
林
長
男
家
で
あ
る
久
茂
は
、
秀
吉
よ
り
四
百
九
十
石
の
采
地
を
与
え
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
も
関
ケ
原
戦
後
家
康
か
ら
旧
地
を
安
堵
さ
れ
、
四
男
家
と
共
に
宇
治
代
官
お
よ
び
茶
頭
取
を
つ
と
め
た
。
ま
た
、
他
の
上
林
一
族
も
家
康
に
と
り
た
て
ら
れ
、
そ
の
後
代
々
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ぐ
よ
し
御
用
茶
師
を
つ
と
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
政
重
の
兄
紹
喜
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
で
よ
し
み
ぼ
く
味
ト
と
号
し
て
茶
師
と
な
り
、
秀
慶
は
出
家
し
て
白
川
村
金
色
院
に
住
職
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゆ
ん
し
よ
う
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
し
て
い
た
が
還
俗
し
春
松
と
号
し
て
茶
師
と
な
っ
た
。
味
卜
、
春
松
の
号
は
世
襲
し
た
の
で
前
者
を
上
林
味
ト
家
、
後
者
を
春
松
家
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
そ
の
他
上
林
姓
を
名
の
る
茶
師
に
、
御
物
茶
師
上
林
平
入
、
上
林
三
入
、
御
袋
茶
師
上
林
牛
加
、
上
林
道
庵
が
あ
る
。
平
入
は
長
男
家
よ
り
分
家
し
、
独
立
し
て
御
物
茶
師
と
な
っ
た
。
三
入
は
藤
村
と
称
し
て
江
戸
時
代
以
前
よ
り
製
茶
業
を
営
ん
で
お
り
、
そ
の
茶
が
上
質
な
の
で
い
わ
ゆ
る
茶
人
大
名
等
か
ら
好
ま
れ
て
い
た
。
そ
し
て
江
戸
時
代
に
な
っ
て
上
林
姓
を
名
の
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
。
牛
加
も
は
じ
め
は
別
姓
で
あ
っ
た
が
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
林
姓
を
許
さ
れ
、
ま
た
道
庵
は
姻
威
関
係
に
よ
り
上
林
姓
を
名
の
っ
た
。
　
以
上
の
上
林
姓
の
茶
師
は
い
ず
れ
も
江
戸
時
代
を
通
し
て
世
襲
し
た
。
ま
た
上
林
姓
を
名
の
ら
な
い
茶
師
の
中
に
も
、
後
上
林
一
族
と
姻
威
関
係
を
結
ん
だ
場
合
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
江
戸
時
代
の
宇
治
茶
師
は
上
林
一
族
を
中
心
に
し
て
構
成
さ
れ
て
い
た
と
い
5
こ
と
が
で
き
よ
う
。
上
林
一
族
が
そ
の
よ
う
な
有
力
な
地
位
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
単
に
茶
製
に
優
れ
て
い
た
と
い
う
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
の
祖
が
家
康
と
特
別
な
関
係
を
も
っ
て
い
た
と
い
5
こ
と
に
も
よ
る
わ
け
で
あ
る
。
　
⇔
　
三
仲
間
茶
師
　
茶
頭
取
で
あ
る
上
林
両
家
に
統
率
さ
れ
て
い
た
宇
治
の
茶
師
は
、
御
物
茶
師
・
御
袋
茶
師
・
御
通
茶
師
の
三
階
層
に
わ
か
れ
て
お
り
、
三
仲
間
茶
師
と
総
称
さ
れ
て
い
た
。
各
茶
師
の
人
数
は
、
通
説
に
よ
る
と
御
物
茶
師
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
十
一
家
、
御
袋
茶
師
九
家
、
御
通
茶
師
十
四
家
で
あ
る
。
し
か
し
「
嘉
木
（
1
3
）
誌
」
に
、
　
常
憲
院
様
御
代
（
中
略
）
御
物
御
壺
相
詰
候
者
八
人
と
定
り
御
物
御
茶
　
師
と
唱
へ
、
御
袋
茶
師
之
儀
者
元
よ
り
九
人
に
限
り
（
中
略
）
、
御
通
　
御
茶
師
三
拾
八
人
一
統
御
譜
代
御
茶
師
也
。
其
後
元
禄
年
中
よ
り
御
物
　
御
茶
師
十
一
人
に
相
成
、
御
通
御
茶
師
追
々
相
減
じ
、
当
時
十
三
人
と
一50一
江戸時代の宇治茶師
　
相
成
不
相
替
年
々
無
滞
相
勤
候
事
と
あ
り
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
そ
の
入
数
に
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
年
代
の
違
う
数
種
の
史
料
を
照
ら
し
あ
わ
せ
て
み
る
と
、
入
数
が
同
じ
で
も
、
必
ず
し
も
全
茶
師
が
世
襲
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
一
部
の
茶
師
の
メ
ソ
パ
ー
に
い
れ
か
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
各
茶
師
ご
と
に
人
数
や
役
割
の
違
い
等
を
調
べ
て
み
た
。
　
御
物
茶
師
は
、
三
仲
間
茶
師
の
中
で
も
最
も
格
が
高
く
、
幕
府
の
朝
廷
進
献
茶
及
び
将
軍
家
直
用
茶
な
ど
を
う
け
も
っ
て
い
た
。
人
数
は
、
前
記
「
嘉
木
誌
」
に
も
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
綱
吉
の
代
に
、
　
上
林
味
卜
、
上
林
春
松
、
上
林
平
入
、
長
井
貞
甫
、
酒
多
宗
有
、
尾
崎
　
坊
有
庵
、
星
野
宗
以
、
上
林
三
入
以
上
八
名
が
定
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
元
禄
年
間
に
、
　
堀
真
朔
、
長
茶
宗
味
、
辻
善
徳
の
三
名
が
加
え
ら
れ
て
十
一
名
と
な
っ
た
。
上
林
一
族
以
外
の
御
物
茶
師
の
祖
先
は
、
そ
の
由
緒
書
に
よ
る
と
す
べ
て
僧
か
神
官
で
、
旧
来
よ
り
宇
治
に
住
し
て
茶
を
製
造
し
て
お
り
、
良
茶
を
製
す
る
技
術
に
優
れ
て
い
た
者
で
あ
る
。
そ
し
て
、
元
禄
以
後
明
治
に
至
る
ま
で
御
物
茶
師
十
一
家
は
世
襲
し
た
。
　
御
袋
茶
師
は
、
元
和
元
年
大
坂
夏
の
陣
の
時
茶
師
九
名
が
秀
忠
に
袋
茶
を
献
上
し
た
こ
と
を
吉
例
と
認
め
ら
れ
、
そ
れ
以
来
九
家
に
限
ら
れ
て
主
と
し
て
献
上
茶
を
う
け
も
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
は
じ
め
に
袋
茶
を
献
上
し
た
九
家
が
世
襲
し
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
メ
ソ
バ
ー
は
度
々
い
れ
か
わ
っ
た
。
は
じ
め
の
九
名
は
、
　
上
林
牛
加
、
堀
真
朔
、
長
茶
宗
味
、
満
田
宗
閑
、
山
田
祐
竹
、
長
井
仙
　
斉
、
祝
甚
兵
衛
、
八
嶋
徳
庵
、
吉
村
道
与
で
あ
っ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
堀
真
朔
、
長
茶
宗
味
は
元
禄
年
間
に
御
物
茶
師
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
も
メ
ソ
バ
ー
の
い
れ
か
わ
り
は
度
々
あ
っ
た
が
、
そ
の
年
代
や
原
因
な
ど
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
幕
末
に
は
、
　
上
林
牛
加
、
八
嶋
宗
応
、
上
林
道
庵
、
堀
正
法
、
竹
田
紹
直
、
佐
野
道
　
意
、
竹
多
道
雲
、
竹
田
紹
清
、
木
村
正
順
の
九
名
が
御
袋
茶
師
を
つ
と
め
て
い
た
。
　
御
通
茶
師
は
、
格
も
低
く
規
模
も
小
さ
か
っ
た
た
め
、
人
数
、
メ
ソ
バ
ー
と
も
に
変
化
が
著
し
か
っ
た
。
江
戸
時
代
初
期
に
は
三
十
数
家
か
ら
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
十
家
以
上
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
年
代
を
経
る
に
し
た
が
っ
て
次
第
に
減
る
傾
向
に
あ
り
、
文
化
年
間
以
降
に
は
十
三
、
四
名
に
な
っ
た
。
こ
れ
も
詳
し
い
変
化
の
状
況
な
ど
は
不
明
で
あ
る
。
次
に
幕
末
頃
の
御
通
茶
師
十
三
名
を
あ
げ
て
お
く
。
　
片
岡
道
二
、
西
村
了
以
、
河
村
宗
順
、
橋
本
玄
可
、
馬
場
宗
円
、
森
本
　
道
加
、
喜
多
立
玄
、
菱
木
宗
見
、
新
長
左
衛
門
、
宮
林
有
斎
、
梅
林
宗
　
雪
、
森
江
宗
左
衛
門
、
永
田
七
郎
左
衛
門
　
以
上
三
仲
間
茶
師
の
ほ
か
に
、
非
常
時
に
備
え
て
“
御
拍
茶
師
”
　
“
平
茶
師
”
　
“
下
茶
師
”
な
ど
と
呼
ば
れ
た
茶
師
も
お
り
、
臨
時
御
用
を
つ
と
め
て
い
た
。
ま
た
こ
の
ほ
か
、
独
立
し
た
茶
師
の
ほ
か
に
、
上
林
両
家
や
御
物
茶
師
の
手
代
等
が
仲
間
外
席
と
し
て
御
通
御
用
を
つ
と
め
た
こ
と
も
一51一
㌔
あ（
華
　
三
仲
間
茶
師
は
、
茶
業
に
関
し
て
は
茶
頭
取
上
林
長
男
家
、
四
男
家
に
統
率
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
身
分
的
に
は
京
都
町
奉
行
支
配
下
に
あ
り
、
幕
府
へ
の
調
進
と
い
う
権
威
を
背
景
と
し
て
特
権
的
町
人
の
地
位
を
も
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
名
字
帯
刀
を
許
さ
れ
、
茶
園
に
覆
を
か
け
て
良
茶
を
製
す
る
方
法
を
許
さ
れ
る
等
の
特
権
を
享
受
し
た
。
覆
下
茶
園
を
つ
く
る
こ
と
は
、
三
仲
間
茶
師
と
御
拍
茶
師
に
し
か
許
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
江
戸
時
代
良
茶
は
宇
治
郷
で
し
か
製
造
さ
れ
な
か
っ
た
。
幕
府
・
朝
廷
の
み
な
ら
ず
諸
大
名
か
ら
も
茶
師
が
優
遇
さ
れ
て
い
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
さ
て
、
三
仲
間
茶
師
の
中
で
も
最
も
格
の
高
い
御
物
茶
師
に
は
屋
敷
地
が
与
え
ら
れ
、
茶
詰
に
必
要
な
袋
紙
も
幕
府
か
ら
支
給
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
宇
治
郷
で
は
幕
府
の
御
茶
御
用
の
た
め
に
、
一
部
の
課
役
が
免
　
　
　
（
1
6
）
除
さ
れ
た
。
茶
師
お
よ
び
宇
治
郷
に
対
し
て
幕
府
よ
り
以
上
の
よ
う
な
特
権
∵
保
護
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。
　
し
か
し
、
そ
の
反
面
、
覆
下
茶
の
自
由
生
産
な
ら
び
に
自
由
販
売
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
幕
府
・
朝
廷
へ
の
献
上
茶
が
宇
治
の
地
を
離
れ
る
ま
で
、
新
茶
を
他
所
に
出
す
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
た
。
そ
の
よ
う
に
茶
業
に
関
し
て
、
幕
府
か
ら
束
縛
干
渉
も
う
け
た
の
で
あ
る
。
（
1
）
　
「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
巻
第
千
二
百
五
十
六
上
林
（
2
）
　
「
図
録
茶
道
史
」
（
林
屋
辰
三
郎
著
、
利
休
の
道
統
編
第
五
章
一
）
に
は
、
大
永
四
年
の
上
林
茶
園
売
券
が
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
『
上
林
氏
は
通
説
よ
り
半
世
紀
も
前
か
ら
宇
治
に
茶
園
を
も
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
』
と
あ
る
。
ま
た
上
林
父
子
、
兄
弟
に
関
し
て
様
々
な
浮
説
も
伝
わ
っ
て
お
り
、
上
林
氏
が
宇
治
へ
移
住
し
た
当
初
の
明
確
な
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
（
3
）
　
「
上
林
文
書
」
（
京
都
大
学
所
蔵
）
に
、
上
林
久
茂
、
森
彦
右
衛
門
宛
の
秀
　
　
吉
書
状
が
多
数
残
っ
て
い
る
。
（
4
）
　
「
前
代
記
録
」
（
上
林
門
太
郎
記
）
（
5
）
　
政
重
を
久
重
の
〃
三
男
〃
と
し
て
い
る
著
書
が
多
い
が
、
「
寛
政
重
修
諸
　
　
家
譜
」
お
よ
び
上
林
諸
家
に
伝
わ
る
由
緒
書
等
の
史
料
に
よ
る
と
、
政
重
ほ
　
　
四
男
で
あ
っ
た
。
（
6
）
　
「
徳
川
家
康
文
書
の
研
究
」
（
中
村
孝
也
編
）
上
林
越
前
に
与
へ
た
る
判
物
（
7
）
　
「
柳
営
新
編
年
中
行
事
」
（
8
）
　
「
上
林
由
緒
書
」
（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
）
（
9
）
「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
（
注
〔
1
〕
参
照
）
（
1
0
）
　
「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
（
注
〔
1
〕
参
照
）
久
重
1
久
茂
：
：
上
林
長
男
家
－
紹
喜
－
－
上
林
味
卜
家
ー
秀
慶
：
：
上
林
春
松
家
ー
政
重
－
－
上
林
四
男
家
（
1
1
）
　
上
林
姓
を
名
の
る
茶
師
の
由
緒
書
は
、
春
松
家
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
（
1
2
）
　
「
茶
道
辞
典
」
（
桑
田
忠
親
編
）
、
「
宇
治
誌
」
（
宗
形
金
風
編
）
、
「
京
都
府
　
　
茶
業
史
」
（
安
達
披
早
吉
著
）
そ
の
他
宇
治
茶
業
史
に
関
す
る
書
物
（
は
じ
　
　
め
に
注
〔
3
〕
・
〔
1
1
〕
参
照
）
に
は
、
い
ず
れ
も
こ
れ
ら
の
人
数
が
あ
げ
て
あ
一52一
江戸時代の宇治茶師
　
り
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
、
人
数
に
変
化
が
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
記
さ
れ
　
　
て
い
る
。
（
1
3
）
　
「
嘉
木
誌
」
（
天
保
八
年
上
林
清
泉
著
）
（
1
4
）
　
「
宇
治
記
」
（
文
化
十
年
）
に
よ
れ
ば
寛
交
九
年
三
十
三
人
、
延
宝
三
年
四
　
十
四
人
で
あ
っ
た
。
（
1
5
）
　
「
宇
治
記
」
三
仲
ケ
間
御
茶
師
之
訳
の
条
（
1
6
）
　
「
宇
治
記
」
に
『
宇
治
郷
之
儀
は
御
茶
御
用
人
足
相
勤
候
二
付
国
並
夫
役
、
　
慶
長
年
中
よ
り
御
免
除
に
御
座
候
』
と
あ
る
。
二
、
茶
師
の
地
位
と
役
割
　
e
　
幕
府
と
の
関
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
毎
年
幕
府
か
ら
宇
治
へ
採
茶
使
を
送
り
、
幕
府
御
用
茶
等
を
調
進
せ
し
め
た
。
そ
れ
と
同
時
に
幕
府
か
ら
朝
廷
へ
新
茶
二
壺
を
献
上
し
た
。
そ
の
幕
府
御
用
茶
な
ら
び
に
朝
廷
へ
の
献
上
茶
等
を
茶
壷
に
詰
め
る
の
が
、
茶
師
に
と
っ
て
、
ま
た
宇
治
郷
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
仕
事
で
あ
り
、
最
大
の
年
中
行
事
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
ま
ず
幕
府
御
用
茶
詰
の
準
備
、
茶
詰
の
折
の
茶
師
の
動
向
な
ど
を
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
　
茶
頭
取
で
あ
る
上
林
長
男
家
、
四
男
家
は
一
年
交
替
で
年
番
を
つ
と
め
た
。
年
番
上
林
を
中
心
に
し
て
そ
の
年
の
幕
府
茶
御
用
を
つ
と
め
る
が
、
非
番
上
林
も
こ
れ
に
協
力
し
た
。
三
仲
間
茶
師
は
各
々
が
毎
年
”
年
行
事
”
と
称
す
る
当
番
を
二
名
ず
つ
決
め
、
そ
の
年
の
代
表
と
し
た
。
各
年
行
事
を
、
御
物
年
行
事
、
御
袋
年
行
事
、
御
通
年
行
事
と
称
し
、
計
六
名
を
三
仲
間
年
行
事
と
総
称
し
た
。
　
毎
年
二
月
に
な
る
と
、
御
用
茶
詰
に
使
用
す
る
茶
袋
紙
を
、
年
番
上
林
を
通
し
て
幕
府
か
ら
御
物
茶
師
に
支
給
さ
れ
る
。
　
　
　
　
御
茶
袋
紙
之
事
　
一
、
合
紙
数
五
百
五
拾
枚
也
、
但
壱
人
前
五
拾
枚
宛
、
右
者
御
召
御
茶
　
袋
紙
拝
領
仕
候
二
付
、
御
渡
被
下
髄
二
請
取
申
候
処
傍
如
件
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
文
政
二
卯
　
　
　
　
上
林
味
卜
㊥
6
　
　
上
林
又
兵
衛
殿
　
　
辻
善
徳
迄
十
一
人
こ
れ
ら
の
袋
紙
は
御
物
年
行
事
に
渡
さ
れ
、
各
御
物
茶
師
に
配
ら
れ
た
。
　
三
月
に
な
る
と
、
幕
府
側
か
ら
、
そ
の
年
の
採
茶
使
の
名
前
、
江
戸
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
発
日
、
茶
詰
予
定
日
等
が
茶
師
等
に
知
ら
さ
れ
る
。
こ
の
知
ら
せ
が
く
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
と
、
年
番
上
林
よ
り
三
仲
間
年
行
事
計
六
名
と
宿
番
の
者
に
召
集
が
か
か
り
、
非
番
上
林
と
合
計
九
人
が
集
っ
て
、
四
月
頃
か
ら
の
茶
摘
、
五
月
頃
の
茶
詰
等
の
こ
と
に
つ
い
て
相
談
し
た
。
茶
詰
の
仕
事
は
茶
師
全
体
が
協
力
し
な
け
れ
ば
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
上
林
両
家
と
三
仲
間
年
行
事
お
よ
び
宿
番
の
者
は
度
々
打
合
せ
を
し
、
相
互
の
連
絡
を
と
り
あ
っ
た
。
　
四
月
頃
か
ら
茶
摘
が
始
ま
る
が
、
茶
摘
初
日
の
十
日
前
に
恵
心
院
に
火
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
除
の
祈
濤
を
頼
む
の
が
慣
例
で
あ
り
、
三
仲
間
年
行
事
が
中
心
に
な
っ
て
お
こ
な
っ
た
。
ま
た
こ
の
頃
、
宇
治
橋
の
橋
詰
に
、
　
一
、
御
物
御
壺
出
行
無
之
内
、
新
茶
出
ス
ベ
カ
ラ
ズ
と
い
、
）
高
札
が
た
て
ら
れ
、
献
上
茶
や
将
軍
家
御
用
茶
が
滞
り
な
く
宇
治
を
発
足
す
る
ま
で
は
、
茶
を
他
に
出
す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
た
。
こ
れ
は
宇
一53一
治
郷
ば
か
り
で
な
く
、
近
郷
の
茶
製
造
家
た
ち
も
同
様
に
守
ら
ね
ば
な
ら
　
　
（
6
）
な
か
っ
た
。
　
四
月
末
か
ら
五
月
は
じ
め
に
、
幕
府
御
用
壺
が
江
戸
を
出
発
す
る
と
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
上
林
両
家
は
各
宿
場
に
着
い
た
採
茶
使
と
度
々
連
絡
を
と
っ
た
。
壷
が
大
津
ま
で
着
く
と
、
三
仲
間
年
行
事
の
内
二
名
と
上
林
両
家
の
手
代
等
が
大
津
ま
で
挨
拶
に
出
か
け
、
ま
た
宇
治
に
到
着
す
る
日
は
、
六
地
歳
ま
で
御
物
年
行
事
の
手
代
二
名
が
迎
え
に
出
た
。
こ
の
日
各
茶
師
は
、
早
朝
か
ら
上
林
両
家
宿
番
の
者
へ
挨
拶
し
、
最
終
的
な
打
合
せ
を
す
ま
せ
て
、
上
林
両
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
家
等
と
共
に
十
徳
を
着
し
宇
治
橋
詰
で
鄭
重
に
壺
を
迎
え
た
。
そ
し
て
一
同
は
ま
ず
年
番
上
林
宅
に
ひ
ぎ
と
り
、
壺
は
運
搬
役
人
か
ら
茶
師
た
ち
に
引
渡
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
壷
は
上
林
四
男
家
の
庭
に
あ
っ
た
茶
壺
蔵
に
納
め
ら
れ
、
宇
治
滞
在
中
不
寝
の
番
で
昼
夜
厳
重
に
警
護
さ
れ
た
。
　
壷
の
引
渡
し
が
す
む
と
、
採
茶
使
の
う
ち
壺
詰
番
と
手
伝
い
の
者
二
、
三
名
が
宇
治
に
残
り
、
他
の
壷
運
搬
役
人
等
は
京
都
木
屋
町
の
宿
へ
退
出
　
（
9
）
す
る
。
一
方
茶
師
等
は
、
壷
を
引
渡
さ
れ
た
後
、
か
ね
て
か
ら
備
え
て
お
い
た
茶
を
年
番
上
林
宅
へ
運
ぶ
な
ど
茶
諮
の
準
備
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
し
て
茶
壺
到
着
か
ら
一
週
間
程
の
後
、
年
番
上
林
宅
で
役
人
立
合
の
も
と
に
二
日
間
で
茶
詰
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
詰
順
は
、
毎
年
茶
詰
に
先
立
っ
て
茶
師
同
志
で
決
め
、
年
番
上
林
に
予
め
提
出
し
て
お
い
た
順
に
従
う
。
　
さ
て
、
こ
こ
で
幕
府
御
用
茶
壷
に
つ
い
て
記
し
て
お
く
。
ま
ず
”
御
物
茶
壺
”
と
称
す
る
献
上
茶
用
の
壺
は
、
呂
宋
壼
で
計
十
個
あ
っ
た
。
壼
銘
と
容
れ
る
茶
の
数
量
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
福
海
御
壼
袖
狭
御
壷
旅
衣
御
壷
藤
瘤
御
壼
虹
御
壺
（
1
0
）
御半御半御半御半御半
蒙蒲蓉奮莫早
半五半斤斤
太埋寅志日
暮
御
壼
御半御半御半御半御半
骨±一　　牡一　 意ヒー　　舜去一　　雪士一
にur－　　itur－　　ltL！－　　　　　　　　　ロロへt］u　三十五十六十五十五十
斤　　斤　　斤　　斤　　斤
半　　半　　三　　半　　三
以
上
十
壺
の
う
ち
、
毎
年
三
個
ず
つ
宇
治
へ
遣
は
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
二
個
を
上
林
両
家
で
詰
め
、
残
り
の
一
壷
は
御
物
茶
師
が
交
替
で
詰
め
た
。
こ
の
三
壼
の
茶
を
幕
府
へ
献
上
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
幕
府
か
ら
一
壷
に
つ
ぎ
大
判
一
枚
の
報
酬
を
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
一
壷
に
大
判
一
枚
払
わ
れ
る
壷
は
決
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
”
大
判
詰
”
ま
た
は
”
黄
金
詰
”
と
称
し
た
。
ほ
か
に
茶
の
数
量
と
値
段
と
を
計
算
し
て
支
払
わ
れ
る
場
合
は
“
勘
定
詰
”
ま
た
は
“
価
詰
”
と
称
し
た
。
　
御
物
御
用
の
ほ
か
に
、
将
軍
家
直
用
、
西
丸
用
、
各
寺
社
献
上
用
等
の
茶
の
買
上
が
あ
り
、
そ
れ
ら
に
は
信
楽
焼
茶
壼
を
使
用
し
た
。
各
用
を
つ
と
め
る
茶
師
は
毎
年
ほ
ぼ
決
っ
て
い
た
。
　
「
宇
治
記
」
に
よ
っ
て
、
文
化
年
間
の
茶
壷
御
用
数
と
茶
詰
を
お
こ
な
っ
た
茶
師
、
茶
の
値
段
等
を
次
に
列
挙
し
て
み
る
。
　
年
番
上
林
の
詰
め
た
壷
は
、
先
の
御
物
壷
と
合
せ
て
計
十
壷
あ
り
、
す
べ
て
大
判
詰
で
あ
っ
た
。
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一、
苺
ｨ
御
壷
聯
號
不
定
一、
T
醸
新
禦
轟
酢
二
斤
一、
ﾗ
餅
御
轟
．
軒
斤
一、
ｰ
馨
御
壷
難
醐
三
斤
六
一、
ﾓ
響
御
壼
難
計
斤
半
〆
十
壷
、
一、
骭
x
御
轟
彗
斤
半
二
壷
一、
f
進
響
御
壺
難
野
二
斤
一、
J
馨
御
壼
樂
叶
斤
九
一、
ｿ
騨
璽
轟
酢
二
斤
　
　
　
　
　
右
御
壺
壱
ツ
黄
金
壱
枚
宛
被
下
置
候
以
上
の
ほ
か
に
年
番
上
林
は
試
茶
、
煎
茶
等
合
計
十
＝
亜
を
献
上
す
る
。
そ
れ
ら
は
純
然
た
る
献
上
茶
で
報
酬
等
は
払
わ
れ
な
か
っ
た
。
　
非
番
上
林
は
御
物
壺
と
合
せ
て
計
九
壷
詰
め
た
。
一、
苺
ｨ
御
壺
聯
櫨
不
定
　、
ｻ
騨
御
壷
難
野
二
斤
一、
芬
武
V
御
壷
盤
計
斤
半
一、
苟
苣
d
御
轟
彗
斤
半
〆
九
壷
、
一、
q
警
御
轟
彗
斤
半
一、
C
霊
闘
新
御
壺
鮮
講
計
斤
九
一、
X
繋
新
御
轟
彗
斤
半
二
壷
一、
繒
苧
l
新
御
轟
彗
斤
半
　
　
　
　
　
右
御
壷
壱
ツ
付
黄
金
壱
枚
宛
被
下
置
候
以
上
の
ほ
か
に
非
番
上
林
も
年
番
と
同
様
、
試
茶
、
煎
茶
等
合
計
十
一
壷
を
献
上
し
た
。
　
御
物
茶
師
十
一
名
は
次
の
茶
詰
を
お
こ
な
っ
た
。
　
一
、
御
物
御
壺
細
蟷
不
定
壱
壺
一、
苡
｢
新
御
轟
奪
斤
半
八
壺
一、
?
?
ｬ
新
御
轟
彗
斤
半
二
壷
　
〆
十
一
壺
、
右
之
御
壺
御
物
御
茶
師
十
一
人
江
廻
リ
ニ
被
仰
付
、
黄
金
　
一
枚
宛
被
下
置
候
　
一
、
趾
霊
闘
新
御
壷
畔
緯
計
斤
半
　
　
上
林
味
卜
　
一
、
蝋
趾
騎
新
御
壷
餅
誰
計
斤
半
　
　
上
林
三
入
右
之
御
壷
前
々
ヨ
リ
右
両
人
へ
被
仰
付
、
黄
金
一
枚
宛
被
下
置
候
一、
竕
T
新
御
轟
鮭
二
斤
半
星
野
宗
以
　
右
之
御
壷
御
霊
屋
御
用
付
、
御
物
御
壼
列
二
御
座
候
得
共
、
黄
金
詰
二
　
而
ハ
無
御
座
、
価
詰
二
被
仰
付
、
前
々
ヨ
リ
星
野
宗
以
詰
上
来
リ
申
候
一、
ｵ
門
蹴
新
御
壷
難
叶
斤
半
一
壼
一、
諟
芍
ｰ
新
御
壷
盤
野
斤
　
右
御
壷
価
詰
、
右
二
口
之
御
壷
者
年
々
罷
登
リ
候
御
数
寄
屋
頭
宇
治
逗
　
留
中
宿
之
儀
右
十
一
人
廻
リ
ニ
宿
相
勤
候
付
右
宿
番
之
者
へ
被
仰
付
候
　
一
、
別
儀
御
茶
五
斤
入
　
十
一
壺
　
西
丸
御
用
一
、
別
儀
御
茶
　
五
斤
入
　
二
壷
　
同
　
　
　
一
、
別
儀
御
茶
　
四
斤
入
　
二
壷
　
右
別
儀
御
茶
物
御
茶
師
十
一
人
江
被
仰
付
候
　
御
物
茶
師
の
詰
め
た
の
は
以
上
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
献
上
茶
が
各
茶
師
＝
盟
ず
つ
計
十
一
壷
あ
っ
た
。
　
御
袋
茶
師
九
人
は
、
両
上
林
の
う
け
も
っ
た
寺
社
献
上
用
茶
の
袋
茶
を
一55一
う
け
も
っ
た
。
そ
の
ほ
か
に
将
軍
家
、
西
丸
の
雑
用
茶
も
諮
め
た
。
　
一
、
献
上
御
茶
半
二
袋
宛
右
九
人
ヨ
リ
　
　
但
紅
葉
山
御
宮
御
壷
江
半
二
袋
宛
不
残
詰
加
献
上
仕
候
　
一
、
御
通
御
壺
　
九
壷
　
但
極
揃
御
茶
五
斤
入
　
　
西
丸
御
用
「
、
御
通
御
壷
二
壷
　
但
前
同
断
五
斤
入
　
右
御
壷
御
袋
御
茶
師
九
人
江
被
仰
付
候
　
御
通
茶
師
と
、
両
上
林
の
手
代
等
で
、
御
通
御
用
を
い
い
つ
か
っ
た
者
は
、
雑
用
茶
を
詰
め
た
。
ま
た
一
人
＝
軍
の
ほ
か
に
、
臨
時
用
の
壷
は
数
人
で
「
壷
詰
め
た
。
　
一
、
御
通
御
壺
十
九
壷
　
但
極
揃
御
茶
琳
研
M
＋
藷
盟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
斤
入
　
　
　
　
五
亜
　
西
丸
御
用
「
、
御
通
御
壺
二
壺
　
但
極
揃
御
茶
四
斤
入
　
臨
時
御
用
一
、
御
通
御
壷
四
壷
　
但
極
揃
御
茶
三
斤
入
　
以
上
三
仲
聞
茶
師
の
ほ
か
に
、
仲
間
外
席
の
者
や
御
拍
茶
師
が
臨
時
の
茶
御
用
を
つ
と
め
た
。
　
以
上
の
よ
う
に
比
較
し
て
み
る
と
、
三
仲
間
の
う
ち
で
も
、
御
物
茶
師
と
他
の
御
袋
・
御
通
二
茶
師
と
で
は
、
格
が
ず
い
ぶ
ん
違
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
採
茶
使
等
の
立
合
の
も
と
に
茶
詰
が
終
る
と
、
茶
師
は
そ
れ
ぞ
れ
入
日
記
、
目
録
等
を
差
出
し
た
。
茶
詰
日
の
採
茶
使
等
の
食
事
は
宿
番
が
中
心
と
な
り
茶
師
が
う
け
も
っ
た
。
ま
た
茶
詰
終
了
日
に
は
、
採
茶
使
等
と
茶
師
は
酒
宴
を
催
し
た
り
し
た
。
　
茶
詰
が
終
る
と
、
翌
日
、
幕
府
よ
り
朝
廷
へ
茶
壷
が
進
献
さ
れ
た
。
こ
れ
は
採
茶
使
等
に
よ
り
、
京
都
所
司
代
立
合
い
の
も
と
に
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
で
、
上
林
両
家
が
同
席
す
る
だ
け
で
、
他
の
茶
師
に
は
直
接
関
係
が
な
か
っ
た
。
茶
詰
を
終
え
る
と
、
茶
師
は
挨
拶
ま
わ
り
等
を
す
ま
せ
、
数
日
後
に
壷
の
荷
作
り
を
す
る
。
壷
の
荷
作
り
は
、
茶
師
が
日
雇
人
を
雇
い
厳
重
に
お
こ
な
わ
せ
た
。
　
茶
詰
終
了
日
か
ら
一
週
間
程
後
に
、
採
茶
使
た
ち
は
、
茶
師
等
に
暇
乞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
の
挨
拶
を
し
、
壷
を
江
戸
ま
で
運
搬
し
て
帰
っ
て
行
く
。
こ
の
日
、
上
林
両
家
は
じ
め
茶
師
は
宇
治
橋
詰
ま
で
壷
を
見
送
っ
た
。
　
さ
て
、
幕
府
御
用
茶
詰
を
基
に
し
て
、
茶
師
は
幕
府
と
様
々
な
関
係
を
も
っ
た
。
江
戸
時
代
初
期
に
は
、
家
康
と
上
林
政
重
と
の
関
係
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
将
軍
と
茶
師
と
は
直
接
の
主
従
関
係
が
強
か
っ
た
。
そ
し
て
御
物
茶
師
は
、
家
康
生
存
中
度
々
駿
府
に
赴
き
、
ま
た
、
家
光
上
洛
の
際
二
条
城
に
謁
見
し
て
以
来
、
将
軍
代
替
り
あ
る
い
は
家
督
相
続
し
た
時
等
、
江
戸
に
下
向
し
て
拝
掲
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
初
期
の
頃
は
不
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
時
参
上
も
度
々
あ
っ
た
。
そ
し
て
大
奥
で
も
宇
治
茶
は
愛
好
さ
れ
、
茶
師
は
特
別
の
待
遇
を
う
け
て
い
た
。
　
し
か
し
、
茶
壺
道
中
な
ら
び
に
茶
詰
が
制
度
化
さ
れ
、
年
中
行
事
と
な
る
と
、
茶
師
と
将
軍
個
人
と
の
直
接
の
関
係
は
次
第
に
薄
く
な
っ
て
い
く
傾
向
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
将
軍
へ
の
謁
見
も
、
一
部
の
者
の
み
に
限
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
茶
師
の
身
分
は
京
都
町
奉
行
支
配
と
な
り
、
年
頭
、
八
朔
、
年
末
の
挨
拶
等
は
、
京
都
所
司
代
お
よ
び
東
西
両
京
都
町
奉
行
に
し
た
。
ま
た
将
軍
代
替
り
、
家
督
相
続
時
に
出
す
誓
紙
も
三
一56一
江戸時代の宇治茶師
者
宛
に
出
し
た
の
で
あ
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
茶
師
は
将
軍
と
の
直
接
の
関
係
は
も
た
な
く
な
っ
て
く
る
が
、
茶
御
用
を
通
し
て
種
々
の
特
権
を
享
受
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
幕
府
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
た
こ
と
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。
　
⇔
　
朝
廷
と
の
関
係
　
宇
治
茶
師
は
幕
府
か
ら
朝
廷
へ
献
上
す
る
茶
の
ほ
か
に
、
朝
廷
よ
り
直
接
の
茶
御
用
も
う
け
て
い
た
。
「
宇
治
記
」
禁
裏
仙
洞
御
茶
壷
之
事
の
条
に
、　
関
東
御
壷
宇
治
御
出
行
相
済
候
而
、
星
野
宗
以
ヨ
リ
京
都
江
御
案
内
申
　
上
、
其
後
日
限
等
被
仰
出
、
御
壺
宗
以
宅
江
御
着
、
銘
々
相
渡
御
茶
詰
上
宗
以
方
江
御
壷
不
残
相
揃
当
日
御
所
江
上
り
候
と
あ
り
、
朝
廷
御
用
は
毎
年
幕
府
御
用
の
直
後
、
星
野
宗
以
が
中
心
と
な
っ
て
お
こ
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
朝
廷
よ
り
用
命
の
茶
を
詰
め
る
茶
師
も
毎
年
定
め
ら
れ
て
い
た
。
　
禁
裏
御
所
御
物
　
一
、
延
命
御
壷
僻
計
証
斤
半
上
林
　
六
郎
　
一
、
石
上
御
壷
僻
緯
針
瓶
　
上
林
又
兵
衛
　
右
隔
年
二
被
仰
付
候
　
一
、
細
谷
川
御
壺
鮮
謝
五
斤
半
星
野
　
宗
以
　
右
毎
年
被
仰
付
候
一、
?
ﾃ
御
壷
畔
諭
計
庵
半
上
林
　
三
入
一、
ｳ
銘
御
壺
欝
計
旺
斤
七
木
村
　
宗
二
右
隔
年
二
被
仰
付
候
東
宮
御
方
江
被
為
附
候
御
物
一、
ﾎ
御
壷
欝
謝
二
斤
半
星
野
宗
以
右
毎
年
被
仰
付
候
右
者
御
壷
一
ツ
ニ
付
黄
金
一
枚
宛
一、
ﾊ
儀
御
茶
　
八
斤
入
一
壷
　
尾
崎
坊
有
庵
一、
ｯ
断
　
　
　
五
斤
入
＝
里
　
右
同
人
一、
ｯ
断
　
　
　
三
斤
入
一
壷
　
上
林
三
入
一、
ｯ
断
　
　
　
三
斤
入
一
壺
　
木
村
宗
二
右
者
毎
年
被
仰
付
候
仙
洞
御
所
御
物
一、
ﾊ
簾
御
壺
絆
諦
叶
胤
宛
星
野
　
宗
以
右
者
毎
年
被
仰
付
候
一、
ｼ
枝
御
壺
畔
緯
計
骸
半
上
林
又
兵
衛
一、
ｪ
尾
御
壷
畔
緯
計
雇
半
尾
崎
坊
有
庵
一、
ｳ
銘
御
壷
鮮
計
｛
斤
半
上
林
　
三
入
右
御
壺
三
ツ
三
ケ
年
廻
リ
ニ
被
仰
付
候
右
者
御
壼
一
ツ
ニ
付
黄
金
壱
枚
宛
一57一
　
一
、
別
儀
御
茶
　
五
斤
八
＝
匝
　
木
村
宗
二
　
右
者
毎
年
被
仰
付
候
　
通
説
で
は
、
朝
廷
御
用
は
御
物
茶
師
が
つ
と
め
て
い
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
以
上
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
上
林
両
家
、
御
物
茶
師
星
野
宗
以
、
上
林
三
入
、
尾
崎
坊
有
庵
お
よ
び
御
袋
茶
師
木
村
宗
二
の
合
計
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
人
で
朝
廷
御
用
を
う
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
茶
詰
が
終
り
、
御
所
に
納
め
ら
れ
た
茶
壺
は
十
月
頃
の
口
切
り
ま
で
、
御
所
よ
り
京
都
愛
宕
山
へ
預
け
ら
れ
た
。
茶
師
か
ら
、
直
接
愛
宕
山
に
預
け
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
愛
宕
山
の
茶
壷
蔵
に
関
す
る
文
献
、
記
録
等
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
は
、
宇
治
に
は
ま
っ
た
く
な
い
。
　
朝
廷
の
茶
御
用
は
、
江
戸
幕
府
開
幕
以
前
よ
り
宇
治
茶
師
が
つ
と
め
て
　
（
1
6
）
い
た
。
幕
府
御
用
と
比
べ
る
と
茶
量
も
少
な
く
、
一
部
の
茶
師
が
う
け
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
宇
治
郷
に
と
っ
て
は
、
幕
府
御
用
と
同
様
、
名
誉
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
　
㊧
　
諸
大
名
と
の
関
係
　
主
に
秀
吉
の
頃
の
茶
湯
隆
盛
期
か
ら
、
江
戸
時
代
初
期
に
か
け
て
、
い
わ
ゆ
る
茶
人
大
名
等
の
茶
師
宛
の
書
状
が
残
存
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
よ
る
と
、
江
戸
時
代
初
期
に
は
、
茶
師
は
大
名
等
と
個
人
的
に
親
密
な
関
係
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
　
「
上
林
三
入
文
書
」
の
中
に
は
、
上
林
三
入
宛
あ
る
い
は
上
林
姓
を
名
の
る
以
前
の
藤
村
三
入
宛
の
大
名
書
状
が
多
数
あ
る
。
特
に
細
川
三
斎
の
書
状
が
多
い
。
書
状
の
内
容
は
、
大
部
分
が
進
献
し
た
茶
、
茶
道
具
な
ど
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
る
い
は
季
節
の
贈
答
品
な
ど
に
対
す
る
返
礼
で
あ
る
。
三
斎
が
上
林
三
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
や
上
林
四
男
家
の
茶
を
好
ん
で
用
い
た
こ
と
は
「
松
屋
会
記
」
に
も
散
見
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「
上
林
三
入
文
書
」
に
は
、
細
川
三
斎
の
ほ
か
に
伊
達
政
宗
、
金
森
長
近
等
の
大
名
を
は
じ
め
、
僧
沢
庵
や
江
月
の
書
翰
等
も
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
　
ま
た
「
上
林
文
書
」
中
に
も
、
井
伊
直
孝
や
、
鍋
嶋
勝
茂
の
書
翰
が
あ
る
。
そ
の
内
容
は
進
物
の
返
礼
や
消
息
等
で
、
い
ず
れ
も
茶
師
と
諸
大
名
の
親
密
さ
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
　
上
林
春
松
家
に
は
、
春
松
宛
の
古
田
織
部
、
小
堀
遠
州
ら
の
書
状
が
残
っ
て
お
り
、
特
別
に
関
係
が
深
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
春
松
家
に
は
、
上
林
味
卜
宛
の
大
名
書
状
も
伝
わ
っ
て
い
る
。
　
上
林
一
族
以
外
の
茶
師
に
つ
い
て
の
史
料
は
、
あ
ま
り
見
る
こ
と
が
で
ぎ
な
か
っ
た
が
、
「
上
林
三
入
文
書
」
の
中
に
、
御
袋
茶
師
森
本
道
加
宛
の
石
田
三
成
の
進
物
返
礼
の
書
状
も
あ
り
、
「
宇
治
旧
記
」
に
よ
る
と
、
上
林
平
入
、
長
井
貞
甫
、
尾
崎
坊
有
庵
等
は
片
桐
石
州
と
特
別
に
関
係
が
深
か
ρ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
江
戸
時
代
初
期
に
は
各
茶
師
は
大
名
の
個
人
的
な
愛
好
に
よ
っ
て
、
そ
の
御
用
を
つ
と
め
て
い
た
傾
向
が
特
に
強
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
各
大
名
家
の
お
抱
茶
師
と
い
う
の
は
は
っ
き
り
と
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
後
次
第
に
茶
師
が
固
定
し
て
、
代
々
ど
の
大
名
家
の
御
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
用
を
つ
と
め
る
か
と
い
う
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
L58一
江戸時代の宇治茶師
し
、
一
茶
師
が
一
大
名
の
御
用
の
み
を
世
襲
し
て
つ
と
め
て
い
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
数
人
の
茶
師
が
協
力
し
て
一
大
名
の
御
用
を
つ
と
め
て
い
た
。
ま
た
一
茶
師
は
数
家
の
大
名
の
御
用
を
も
つ
と
め
て
い
た
。
し
か
も
各
茶
師
は
、
そ
の
大
名
御
用
と
指
定
さ
れ
な
く
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
大
名
御
用
を
つ
と
め
る
時
に
は
相
互
に
協
力
し
あ
い
、
つ
と
め
や
す
い
よ
う
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
次
に
上
林
春
松
家
所
蔵
の
古
記
録
等
に
よ
っ
て
、
同
家
の
尾
州
徳
川
家
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
御
用
と
、
阿
州
蜂
須
賀
家
御
用
の
様
子
を
み
る
こ
と
に
す
る
。
　
尾
州
家
御
用
は
、
春
松
と
尾
崎
坊
二
名
が
中
心
に
な
っ
て
つ
と
め
た
。
ま
ず
、
三
月
、
幕
府
の
茶
詰
日
が
決
定
す
る
と
、
同
日
か
あ
る
い
は
一
日
遅
ら
せ
て
茶
詰
を
行
う
旨
を
尾
州
家
数
寄
屋
方
に
両
名
が
知
ら
せ
る
。
　
江
戸
御
発
足
五
月
十
四
日
比
、
宇
治
御
着
五
月
廿
五
日
、
御
詰
上
日
六
　
月
二
日
三
日
、
宇
治
御
発
足
六
月
十
｝
日
　
殿
様
御
壺
御
発
足
五
月
廿
七
日
、
宇
治
御
着
五
月
廿
七
日
、
殿
様
御
茶
　
詰
上
日
六
月
二
日
三
日
四
日
、
宇
治
御
発
足
六
月
十
二
日
　
右
之
通
二
御
座
候
以
上
　
　
辰
三
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
崎
坊
有
庵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
林
春
松
　
右
之
通
り
例
年
公
儀
之
被
仰
渡
相
知
レ
次
第
、
早
々
有
庵
卜
申
合
、
御
　
数
寄
屋
頭
方
へ
申
遣
ス
し
た
が
っ
て
尾
州
家
の
茶
詰
は
幕
府
茶
詰
と
並
行
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
茶
詰
の
場
所
は
、
春
松
家
と
尾
崎
坊
が
交
替
で
う
け
も
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
　
尾
州
家
の
茶
壷
に
つ
い
て
は
「
名
古
屋
市
史
」
に
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。
　
尾
州
家
ま
た
将
軍
家
に
准
じ
て
、
茶
壷
を
宇
治
に
遣
は
し
、
宇
治
の
茶
　
師
尾
崎
坊
有
庵
、
上
林
又
兵
衛
、
上
林
春
松
の
製
茶
を
召
す
、
其
壷
数
　
左
の
如
し
、
　
　
橋
姫
御
壷
獺
説
畔
危
計
上
林
又
兵
衛
　
　
松
花
御
壷
擁
就
講
軒
（
寛
政
五
年
よ
り
）
同
人
　
　
［
番
御
壷
簾
祉
畔
危
計
尾
崎
坊
有
庵
　
　
二
番
御
壷
擁
説
畔
犀
計
上
林
　
春
松
　
　
　
右
御
壷
四
ツ
大
判
一
枚
つ
つ
詰
　
　
三
番
御
壷
踊
説
欝
雇
廿
尾
崎
坊
有
庵
　
　
四
番
御
壺
簾
祉
畔
厄
計
五
上
林
　
春
松
　
　
五
番
御
壷
纒
蹴
詳
盾
計
尾
崎
坊
有
庵
　
　
六
番
御
壺
舗
蹴
畔
厚
計
五
上
林
　
春
松
　
　
　
右
御
壺
四
ツ
勘
定
詰
す
な
わ
ち
春
松
、
尾
崎
坊
の
ほ
か
に
上
林
四
男
家
も
尾
州
家
茶
詰
を
う
け
も
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
四
男
家
は
幕
府
御
用
の
中
心
人
物
で
あ
り
、
長
男
家
と
共
に
幕
府
茶
詰
の
準
備
等
に
忙
し
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
尾
州
御
用
は
も
っ
ぱ
ら
春
松
、
尾
崎
坊
の
二
名
が
中
心
と
な
っ
て
お
こ
な
っ
た
一59一
の
で
あ
る
。
　
尾
州
茶
壷
到
着
の
日
、
春
松
、
尾
崎
坊
お
よ
び
そ
の
手
代
等
で
壷
を
宇
治
橋
ま
で
迎
え
に
行
き
、
　
一
同
は
尾
崎
坊
宅
へ
落
着
く
。
そ
の
後
尾
崎
坊
の
手
代
が
四
男
家
に
迎
え
に
行
ぎ
、
三
者
が
揃
っ
た
と
こ
ろ
で
挨
拶
し
、
尾
州
数
寄
屋
方
よ
り
壷
を
預
っ
た
。
そ
し
て
数
日
後
、
尾
州
茶
詰
は
幕
府
茶
詰
と
並
行
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
茶
師
は
相
互
に
協
力
し
あ
い
、
毎
年
各
茶
師
の
大
名
御
用
を
つ
と
め
や
す
い
よ
う
に
は
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
三
者
の
尾
州
茶
詰
も
、
幕
府
茶
詰
と
並
行
し
て
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
尾
州
茶
壷
が
宇
治
を
出
発
す
る
の
は
、
幕
府
茶
壺
が
発
足
し
た
翌
日
と
決
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
幕
府
御
用
茶
壷
よ
り
も
は
や
く
宇
治
を
出
て
は
い
け
な
い
と
い
う
従
来
の
掟
に
従
っ
た
も
の
で
、
尾
州
家
の
場
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）
合
は
厳
重
に
守
ら
れ
た
。
　
さ
て
、
尾
州
茶
詰
上
の
後
、
春
松
に
は
尾
州
家
よ
り
茶
料
の
ほ
か
に
白
銀
五
枚
を
与
え
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
春
松
よ
り
は
尾
州
家
に
夏
切
茶
壺
一
壷
を
献
上
す
る
の
が
毎
年
の
例
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
匹
関
す
る
上
林
四
男
家
、
尾
崎
坊
の
史
料
は
見
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
両
者
も
春
松
と
同
じ
よ
う
な
待
遇
を
う
け
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
　
春
松
、
尾
崎
坊
両
名
は
、
尾
州
家
御
用
達
で
あ
っ
た
か
ら
、
尾
州
家
お
よ
び
そ
の
数
寄
屋
方
に
対
し
年
頭
年
末
等
の
挨
拶
は
毎
年
お
こ
な
っ
た
。
茶
師
と
直
接
関
り
を
も
っ
た
の
は
数
寄
屋
方
で
あ
り
、
両
名
は
尾
州
数
寄
屋
方
に
茶
道
具
等
の
贈
答
品
を
贈
っ
た
り
、
茶
詰
の
折
り
、
茶
壺
運
搬
人
と
し
て
宇
治
に
ぎ
た
数
寄
屋
方
と
酒
宴
を
開
く
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
数
寄
屋
方
と
は
度
々
連
絡
を
と
り
あ
い
、
定
例
の
茶
詰
の
仕
事
の
ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
か
に
も
、
茶
御
用
を
う
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
　
春
松
家
は
、
阿
波
蜂
須
賀
氏
と
は
、
さ
ら
に
深
い
関
係
を
も
っ
て
い
た
。　
阿
州
茶
御
用
は
毎
年
七
月
は
じ
め
と
決
っ
て
い
た
。
「
阿
州
御
定
式
秋
切
御
茶
詰
覚
帳
」
に
よ
る
と
、
春
松
家
が
う
け
も
っ
て
い
た
阿
州
壺
は
四
壺
あ
っ
た
。一
番
御
壺
二
番
御
壷
三
番
御
壷
四
番
御
壷
　
壷
を
迎
え
て
茶
詰
の
後
、
御
用
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
居
に
挨
拶
に
行
っ
た
。
　
蜂
須
賀
氏
や
そ
の
家
来
に
対
し
て
、
年
頭
年
末
な
ど
の
挨
拶
、
贈
答
を
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
春
松
家
の
手
代
、
あ
る
い
は
春
松
自
身
が
、
阿
波
、
淡
路
へ
赴
く
こ
と
も
度
々
あ
っ
た
。
「
阿
州
様
御
機
嫌
伺
御
国
行
日
記
」
に
は
、
十
代
目
春
松
秀
元
が
天
保
十
四
年
正
月
に
年
頭
の
挨
拶
の
た
め
阿
波
に
行
っ
た
時
の
様
子
が
詳
し
く
し
る
さ
れ
て
い
る
。
　
そ
の
よ
う
に
、
蜂
須
賀
氏
と
は
茶
御
用
を
通
し
て
よ
り
親
密
な
関
係
を
も
っ
て
い
た
り
で
、
江
戸
時
代
後
期
春
松
家
が
経
済
的
に
困
窮
し
た
時
に
半
二
十
七
御
詰
三
斤
九
半
二
十
七
御
詰
茶
四
斤
御
詰
茶
四
斤
御
詰
茶
五
斤
余
り
　
　
　
　
　
数
寄
屋
方
を
饗
応
し
た
り
す
る
の
は
、
尾
州
　
　
　
　
　
　
茶
詰
が
終
っ
て
か
ら
は
、
京
都
屋
敷
留
守
一60一
江戸時代の宇治茶師
は
、
蜂
須
賀
氏
か
ら
度
々
借
金
を
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
地
震
や
火
事
等
で
被
害
を
う
け
た
時
に
、
茶
料
を
前
借
り
し
、
数
年
賦
で
返
済
す
る
約
束
の
も
の
が
多
い
。
ま
た
、
弘
化
五
年
に
春
松
家
で
は
茶
製
所
を
改
築
し
て
い
る
。
そ
の
折
り
に
、
蜂
須
賀
氏
一
族
お
よ
び
そ
の
家
臣
等
か
ら
も
寄
付
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
を
募
り
、
利
子
つ
ぎ
で
借
金
も
し
て
い
る
。
　
以
上
、
上
林
春
松
家
と
尾
張
徳
川
家
お
よ
び
蜂
須
賀
家
と
の
関
係
を
見
て
き
た
が
、
他
の
茶
師
た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
茶
御
用
を
通
し
て
諸
大
名
と
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
様
な
関
係
を
結
ん
で
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
　
「
宇
治
茶
」
に
は
『
諸
侯
は
、
茶
を
嗜
む
も
嗜
ま
ざ
る
も
嘉
例
と
し
て
、
悉
く
宇
治
の
茶
師
に
茶
の
調
進
を
命
じ
、
且
つ
茶
師
を
遇
す
る
こ
と
甚
だ
厚
く
、
中
に
は
扶
持
を
贈
り
、
又
は
一
国
売
と
称
し
、
其
領
内
に
於
け
る
茶
の
専
売
権
を
与
う
る
も
あ
り
、
云
々
』
と
あ
る
が
、
ど
の
茶
師
が
扶
持
を
も
ら
っ
た
り
、
　
一
国
売
の
特
権
を
享
受
し
た
の
か
不
明
で
あ
る
。
（
1
）
　
「
徳
川
実
紀
」
慶
長
十
八
年
三
月
三
十
日
条
、
寛
永
十
五
年
二
月
二
十
九
　
　
日
条
、
同
十
七
年
二
月
十
八
日
条
、
正
保
元
年
三
月
九
日
条
等
に
宇
治
採
茶
　
　
使
派
遣
の
記
事
が
あ
る
。
後
期
に
な
る
と
、
慣
例
と
な
っ
た
た
め
か
「
徳
川
　
　
実
紀
」
に
は
特
別
に
記
さ
れ
な
い
。
な
お
、
採
茶
使
に
は
数
寄
屋
頭
と
歩
行
　
　
頭
等
が
指
命
さ
れ
た
。
（
2
）
　
「
年
行
夏
留
帳
」
文
政
二
年
、
御
物
年
行
事
上
林
春
松
、
尾
崎
坊
有
庵
の
　
　
記
録
（
3
）
　
「
御
物
年
中
記
録
」
　
（
文
化
九
年
）
に
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鹿
児
島
立
意
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
根
祐
斎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
佐
　
三
悦
　
　
　
右
当
夏
字
治
御
用
被
仰
付
、
四
月
廿
七
日
比
江
戸
発
足
、
御
茶
御
用
之
儀
　
　
　
定
而
例
之
通
可
被
仰
付
候
、
用
意
可
有
之
候
　　
@　
囂
縺
E
芳
什
縮
　
　
　
　
申
三
月
　
　
　
右
御
書
付
を
以
被
仰
渡
候
　
　
と
あ
る
。
（
4
）
　
御
物
茶
師
十
一
人
が
交
替
で
、
毎
年
の
採
茶
使
の
宿
番
を
つ
と
め
た
。
初
　
　
期
の
頃
は
、
採
茶
使
や
茶
壺
運
搬
人
全
員
の
宇
治
の
宿
を
宿
番
が
う
け
も
　
　
ち
、
そ
の
費
用
は
茶
師
側
で
負
担
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
茶
師
の
負
担
　
　
が
大
き
す
ぎ
る
と
し
て
、
元
禄
年
間
に
宇
治
滞
在
費
は
幕
府
側
の
負
担
と
な
　
　
っ
た
。
そ
し
て
宿
は
京
都
木
屋
町
の
旅
館
に
と
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
　
　
は
宿
番
の
者
は
壺
引
渡
し
後
宇
治
に
残
る
壺
詰
番
等
三
、
四
名
の
宿
を
う
け
　
　
も
つ
の
み
で
あ
っ
た
が
、
茶
詰
日
に
立
合
う
採
茶
使
等
の
食
事
等
を
用
意
す
　
　
る
な
ど
し
て
、
茶
詰
日
に
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
（
5
）
　
「
年
行
夏
帳
」
（
文
化
十
三
年
三
月
廿
九
日
条
）
　
　
　
一
、
恵
心
院
例
之
通
火
除
御
祈
疇
相
頼
（
中
略
）
右
御
祈
薩
例
年
茶
摘
取
　
　
十
日
程
前
以
恵
心
院
へ
相
頼
可
申
候
（
6
）
　
こ
の
こ
と
は
「
日
本
教
会
史
」
（
ジ
ョ
ア
・
ソ
ロ
ド
リ
ー
ゲ
ス
著
、
土
井
　
　
忠
生
訳
）
に
も
記
載
さ
れ
て
お
り
、
初
期
か
ら
の
捉
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
　
　
年
月
を
経
る
に
従
っ
て
近
郷
で
は
次
第
に
守
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
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（
7
）
　
茶
壼
道
中
の
各
宿
で
の
様
子
は
「
宇
治
御
用
留
」
　
（
文
政
七
年
、
採
茶
使
　
　
利
倉
盛
庸
等
編
）
に
詳
し
い
。
（
8
）
　
茶
詰
時
の
茶
師
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
文
化
九
年
上
林
春
松
八
　
　
代
秀
政
の
「
御
物
中
記
録
」
に
よ
っ
た
。
（
9
）
注
（
4
）
参
照
（
1
0
）
　
当
時
の
確
茶
（
抹
茶
）
の
数
量
は
、
二
百
匁
を
一
斤
と
し
た
。
濃
茶
用
茶
　
　
一
斤
を
十
袋
に
分
け
入
れ
、
二
十
匁
入
を
一
袋
と
し
た
。
そ
の
後
十
匁
入
袋
　
　
が
多
く
な
り
、
こ
れ
を
〃
半
〃
と
称
し
た
。
薄
茶
用
茶
は
、
壺
詰
の
場
合
袋
　
　
茶
に
は
せ
ず
、
じ
か
に
壺
に
つ
め
た
。
し
た
が
っ
て
福
海
壺
を
例
に
と
れ
　
　
ば
、
濃
茶
十
匁
入
袋
二
十
袋
と
そ
の
ま
わ
り
に
薄
茶
六
斤
が
は
い
っ
た
と
い
　
　
う
こ
と
に
な
る
。
（
1
1
）
　
幕
府
御
用
壷
は
、
は
じ
め
夏
の
間
だ
け
京
都
愛
宕
山
の
茶
壷
蔵
に
貯
蔵
さ
　
　
れ
、
三
ケ
月
程
後
再
び
江
戸
か
ら
と
り
に
行
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
　
　
し
そ
れ
で
は
二
重
の
手
間
と
費
用
が
か
か
る
の
で
、
四
代
家
綱
の
時
甲
州
谷
　
　
村
に
貯
蔵
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
往
き
は
東
海
道
を
通
り
、
　
　
帰
り
は
中
山
道
を
通
っ
て
谷
村
で
茶
壺
を
預
け
た
。
そ
し
て
旧
暦
十
月
の
口
　
　
切
り
近
く
に
、
谷
村
ま
で
茶
壺
を
と
り
に
行
っ
た
。
そ
の
後
、
さ
ら
に
倹
約
　
　
の
た
め
、
八
代
吉
宗
の
時
、
直
接
江
戸
ま
で
運
搬
さ
れ
、
江
戸
城
富
士
見
櫓
　
　
に
貯
蔵
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
（
「
徳
川
実
紀
」
有
徳
院
殿
御
実
紀
附
録
参
　
　
照
）
（
1
2
）
　
元
文
三
年
（
推
定
）
に
、
上
林
両
家
に
提
出
し
た
御
物
茶
師
の
、
不
時
御
　
　
目
見
の
「
覚
」
が
あ
る
。
（
1
3
）
　
「
上
林
三
入
文
書
」
　
（
京
都
大
学
所
蔵
）
に
は
、
春
日
局
の
上
林
三
入
宛
　
　
書
状
が
あ
る
。
（
1
4
）
　
他
の
茶
師
も
そ
れ
ぞ
れ
数
名
ず
つ
で
諸
大
名
御
用
を
つ
と
め
て
お
り
、
茶
　
　
師
全
員
が
携
わ
っ
た
の
は
幕
府
御
用
の
み
で
あ
っ
た
。
（
1
5
）
　
『
愛
宕
山
の
御
茶
壷
蔵
』
　
（
上
林
柏
堂
「
京
都
茶
業
」
第
一
一
十
巻
第
二
　
　
号
）
（
1
6
）
　
後
陽
成
天
皇
の
時
、
秀
吉
の
時
代
頃
か
ら
と
い
わ
れ
る
。
（
1
7
）
　
注
（
1
3
）
参
照
（
1
8
）
　
例
え
ば
、
　
　
　
　
　
　
被
差
越
飛
脚
、
愛
元
珍
敷
氷
魚
一
折
到
来
、
令
満
足
候
、
則
賞
翫
　
　
　
　
　
　
可
申
、
猶
期
面
之
時
候
恐
々
謹
言
　
　
　
　
　
　
　
　
十
月
廿
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
斎
　
宗
立
（
花
押
）
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
、
宛
名
を
〃
老
〃
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
親
密
さ
が
わ
か
る
。
（
1
9
）
　
「
松
屋
会
記
」
　
（
（
「
茶
道
古
典
全
集
」
第
九
巻
）
（
2
0
）
　
「
上
林
文
書
」
　
（
京
都
大
学
所
蔵
）
（
2
1
）
　
「
三
仲
ケ
問
御
茶
師
中
諸
侯
様
方
御
茶
之
写
書
」
（
文
化
十
二
年
上
林
景
　
　
邦
記
述
）
に
よ
る
と
、
ど
の
茶
師
が
主
に
ど
の
大
名
御
用
を
つ
と
め
て
い
た
　
　
か
と
い
う
お
よ
そ
の
状
況
が
わ
か
る
。
　
　
　
細
川
越
中
守
（
上
林
味
卜
）
、
松
平
阿
波
守
（
上
林
春
松
）
、
松
平
下
総
守
　
　
（
上
林
平
入
）
、
土
井
大
炊
頭
（
長
井
貞
甫
）
、
彦
根
井
伊
家
（
酒
多
宗
有
）
　
　
尾
州
徳
川
家
（
尾
崎
坊
有
庵
）
、
加
賀
前
田
家
・
越
後
牧
野
家
（
星
野
宗
以
）
、
　
　
雲
州
松
平
家
（
上
林
三
入
）
、
薩
州
島
津
家
・
会
津
松
平
家
・
伊
勢
藤
堂
家
　
　
（
堀
真
朔
）
、
紀
州
徳
川
家
（
長
茶
宗
味
）
、
伊
予
松
平
家
（
辻
善
徳
）
、
仙
　
　
台
伊
達
家
（
上
林
牛
加
）
、
讃
岐
松
平
家
（
八
島
徳
庵
）
、
松
平
越
前
守
（
堀
　
　
正
法
）
、
伊
勢
石
川
家
（
木
村
宗
二
）
、
長
州
毛
利
家
（
竹
田
紹
且
）
、
秋
田
一62一
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佐
竹
家
（
佐
野
道
意
・
橋
本
玄
可
）
、
、
松
平
伊
豆
守
（
竹
田
道
雲
）
、
芸
州
　
浅
野
家
（
片
岡
道
二
）
、
松
浦
肥
前
守
（
西
村
了
以
）
、
岩
国
吉
川
家
（
竹
田
　
紹
清
）
、
酒
井
雅
楽
頭
（
河
村
宗
順
）
、
本
多
下
総
守
（
馬
揚
宗
円
）
、
淀
稲
　
葉
家
（
森
本
道
加
）
、
秋
元
但
馬
守
（
喜
多
立
玄
）
、
太
田
備
後
守
（
荒
木
宗
　
見
）
、
郡
山
柳
沢
家
（
宮
林
有
斎
）
、
永
井
飛
騨
守
（
森
江
宗
左
衛
門
）
（
2
2
）
　
尾
州
家
に
つ
い
て
は
「
尾
州
御
茶
詰
並
勤
方
記
録
」
（
文
化
五
年
）
．
「
尾
　
　
州
年
中
記
録
」
（
文
政
四
年
）
等
、
蜂
須
賀
家
に
つ
い
て
は
「
阿
州
勤
方
進
　
物
帳
」
（
文
化
十
年
）
、
「
阿
州
御
定
式
秋
切
御
茶
詰
覚
帳
」
（
同
十
二
年
）
等
　
　
に
よ
っ
た
。
（
2
3
）
　
「
名
古
屋
市
史
」
風
俗
編
遊
戯
部
、
茶
道
（
2
4
）
　
文
化
五
年
に
幕
府
茶
壷
の
宇
治
出
発
が
数
日
遅
れ
た
時
に
は
、
尾
州
茶
壷
　
　
も
そ
れ
に
合
わ
せ
て
出
発
を
遅
ら
せ
た
。
（
2
5
）
　
文
政
四
年
に
は
、
秋
切
の
茶
御
用
も
臨
時
に
う
け
た
。
（
2
6
）
　
「
御
茶
製
所
造
立
御
寄
付
帳
」
（
2
7
）
　
「
宇
治
茶
」
上
林
檜
道
著
、
大
正
六
年
三
、
茶
師
の
生
活
状
態
　
e
　
茶
師
相
互
の
関
係
　
茶
師
が
三
仲
間
を
構
成
し
、
仲
間
同
志
が
特
殊
な
関
係
を
結
ん
で
い
た
こ
と
は
今
ま
で
に
も
述
べ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
御
物
・
御
袋
・
御
通
各
茶
師
毎
に
毎
年
“
年
行
事
”
と
称
す
る
当
番
を
二
名
ず
つ
決
め
、
そ
の
年
行
事
が
中
心
と
な
っ
て
茶
詰
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
こ
の
年
行
事
は
各
茶
師
の
代
表
と
し
て
、
茶
詰
以
外
の
時
に
も
様
々
な
役
割
を
果
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
何
年
に
だ
れ
が
年
行
事
に
当
っ
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
春
松
家
に
現
存
す
る
年
行
事
帳
等
に
よ
っ
て
、
数
年
分
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
み
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
年
行
事
が
い
つ
か
ら
制
度
化
さ
れ
た
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
方
法
で
選
出
さ
れ
た
か
な
ど
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
数
年
分
の
史
料
を
比
較
し
て
み
る
と
、
各
茶
師
が
定
期
的
に
年
行
事
を
つ
と
め
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
文
化
十
三
年
の
「
年
行
夏
帳
」
の
は
じ
め
に
、
　
（
前
略
）
　
然
者
来
子
年
年
行
蔓
之
儀
、
弥
御
両
所
様
御
承
知
之
御
儀
二
　
御
座
候
ハ
ハ
、
御
両
家
様
へ
御
届
申
上
候
儀
二
付
、
此
段
御
懸
合
申
候
　
（
後
略
）
　
　
　
十
二
月
廿
三
日
　
　
　
　
　
　
　
尾
崎
坊
有
庵
　
　
上
林
春
松
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
林
　
味
卜
　
　
上
林
三
入
様
と
あ
る
。
お
そ
ら
く
御
物
年
行
事
は
年
末
に
御
物
茶
師
同
志
で
決
め
、
そ
の
年
の
年
行
事
二
名
が
、
決
定
し
た
次
の
年
の
年
行
事
を
上
林
両
家
に
報
告
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
御
袋
・
御
通
各
茶
師
も
そ
の
仲
間
同
志
で
決
め
た
と
推
測
で
き
る
。
　
京
都
町
奉
行
や
上
林
両
家
か
ら
の
通
達
等
は
、
そ
の
年
の
御
物
年
行
事
に
届
け
ら
れ
、
御
物
年
行
事
か
ら
、
各
御
物
茶
師
お
よ
び
御
袋
・
御
通
各
年
行
事
に
廻
状
で
知
ら
さ
れ
た
。
御
物
年
行
事
は
三
年
行
事
の
中
で
も
中
一63一
心
的
な
役
割
を
つ
と
め
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
御
袋
、
御
通
に
つ
い
て
の
史
料
は
見
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
同
じ
よ
う
に
各
年
行
事
か
ら
廻
状
に
よ
っ
て
各
茶
師
に
知
ら
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
御
拍
茶
師
に
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
御
通
年
行
事
を
通
し
て
知
ら
さ
れ
た
。
　
三
仲
間
年
行
事
の
そ
の
年
の
最
初
の
仕
事
は
、
京
都
所
司
代
、
東
西
両
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
京
都
町
奉
行
へ
の
年
頭
挨
拶
の
世
話
で
あ
る
。
ま
ず
出
勤
者
と
不
参
者
を
確
認
す
る
。
ま
た
三
所
に
贈
る
茶
笙
や
、
与
力
等
に
配
る
名
札
を
用
意
し
た
。
そ
れ
ら
の
費
用
は
三
仲
間
茶
師
同
志
で
頭
割
り
に
し
、
年
頭
挨
拶
が
済
ん
で
か
ら
三
仲
間
年
行
事
が
各
々
の
茶
師
か
ら
徴
収
し
た
。
そ
し
て
御
年
物
行
事
が
す
べ
て
を
ま
と
め
、
　
一
月
末
頃
に
な
っ
て
そ
の
明
細
書
を
各
各
の
茶
師
に
廻
す
。
八
朔
御
礼
、
年
末
挨
拶
も
同
様
に
し
た
。
す
な
わ
ち
年
行
事
は
、
仲
間
の
世
話
役
と
会
計
係
も
兼
ね
た
の
で
あ
る
。
　
ま
た
こ
の
年
行
事
が
中
心
と
な
っ
て
、
茶
師
同
志
で
永
続
講
と
称
す
る
講
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
こ
の
講
の
機
能
は
宗
教
的
な
意
味
合
い
は
も
た
ず
、
金
銭
相
互
扶
助
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
　
そ
の
ほ
か
に
も
、
年
内
に
起
っ
た
事
が
ら
は
そ
の
年
の
年
行
事
が
中
心
と
な
り
、
茶
師
相
互
で
相
談
し
あ
っ
て
処
理
し
て
い
た
。
宇
治
郷
で
は
茶
が
主
産
物
で
あ
っ
た
か
ら
、
茶
業
で
高
い
地
位
に
つ
い
て
い
た
茶
師
が
、
宇
治
地
方
行
政
に
お
い
て
も
主
要
な
役
割
を
果
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
　
三
仲
間
茶
師
は
各
々
格
が
違
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
御
物
茶
師
同
志
、
御
袋
茶
師
同
志
、
御
通
茶
師
同
志
の
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
は
、
さ
ら
に
深
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
春
松
家
に
現
存
す
る
史
料
に
よ
る
と
、
御
物
茶
師
は
茶
詰
以
外
の
様
々
な
事
が
ら
に
つ
い
て
も
相
互
に
干
渉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
し
、
ま
た
協
力
し
あ
っ
た
。
御
袋
、
御
通
各
茶
師
同
志
も
、
同
じ
よ
う
に
日
常
生
活
に
お
い
て
深
い
結
び
つ
き
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
さ
て
、
茶
師
た
ち
は
茶
詰
の
時
期
を
す
ま
せ
る
と
、
と
か
く
安
逸
な
暮
し
に
な
り
が
ち
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
茶
会
を
開
い
た
り
、
酒
宴
を
催
し
、
仲
間
同
志
で
招
き
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
結
局
、
茶
師
は
日
常
生
活
に
お
い
て
も
仲
間
同
志
で
親
密
な
関
係
を
も
ち
、
特
権
の
上
に
安
座
し
て
特
殊
な
階
級
を
構
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
口
　
経
済
的
困
窮
　
通
説
で
は
、
茶
師
は
幕
府
や
諸
大
名
の
保
護
を
う
け
権
威
を
も
っ
て
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
た
た
め
に
、
経
済
的
に
も
安
定
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
茶
師
は
江
戸
時
代
の
初
期
頃
よ
り
既
に
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
た
。　
正
徳
五
年
、
茶
師
よ
り
京
都
町
奉
行
に
提
出
し
た
救
済
願
の
「
覚
」
に
は
、
困
窮
の
事
情
が
詳
し
く
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
こ
の
「
覚
」
の
全
箇
条
を
あ
げ
、
そ
れ
に
沿
い
な
が
ら
茶
師
困
窮
の
状
態
を
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
　
　
　
　
　
　
覚
　
ω
　
一
、
宇
治
御
茶
師
古
来
之
者
共
過
半
者
従
権
現
様
台
徳
院
様
御
用
相
勤
　
　
申
者
共
二
御
座
候
（
中
略
）
御
召
御
用
承
候
者
共
ハ
代
替
二
神
文
を
一64一
江戸時代の宇治茶師
　
も
被
為
仰
付
、
御
茶
之
儀
勿
論
心
二
及
候
程
入
念
詰
上
申
候
、
従
権
　
現
様
台
徳
院
様
御
書
被
成
下
頂
戴
所
持
仕
候
者
共
も
在
之
候
御
事
②
一、
ﾜ
六
十
ケ
年
以
前
迄
ハ
、
御
茶
之
物
成
各
園
一
反
二
付
撰
立
二
十
　
斤
余
も
在
之
候
場
所
、
年
々
御
茶
之
仕
立
精
々
吟
味
仕
候
二
付
、
次
　
第
二
御
茶
物
成
少
ク
、
其
上
宇
治
川
筋
川
と
こ
高
ク
罷
成
度
々
之
洪
．
水
（
中
略
）
常
二
も
地
面
志
け
申
候
而
、
御
茶
園
年
々
痛
申
候
故
、
只
　
今
二
而
者
一
反
二
付
漸
撰
立
五
六
斤
な
ら
て
ハ
取
不
申
候
、
御
茶
之
　
物
成
右
之
通
二
減
少
仕
候
故
、
御
茶
師
共
不
勝
手
二
罷
成
候
（
後
略
）
㈲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
一、
苒
ラ
?
ｨ
御
年
貢
他
郷
と
違
斗
代
高
ク
、
一
反
二
付
二
石
五
斗
代
　
二
而
皆
銀
納
御
定
免
二
而
御
座
候
処
、
寛
永
十
三
子
年
御
訴
訟
申
上
　
半
納
御
赦
免
被
成
下
、
広
大
之
御
慈
悲
難
有
奉
存
候
、
右
之
御
恵
を
　
以
先
祖
之
老
共
無
慈
御
用
相
勤
来
り
候
、
然
ル
処
其
時
節
ハ
三
ケ
一
　
御
直
段
八
木
下
直
二
御
座
候
故
、
右
二
付
三
四
十
匁
ヨ
リ
高
直
ニ
ハ
　
無
御
座
候
、
其
後
八
木
高
直
二
罷
成
、
半
納
以
前
ヨ
リ
御
年
貢
上
納
　
之
銀
高
一
ケ
年
三
四
十
貫
匁
宛
も
多
ク
上
納
、
御
救
之
験
も
無
御
座
　
候
様
罷
成
候
故
、
元
禄
十
六
未
年
又
々
御
訴
訟
申
上
、
園
方
三
ツ
取
　
田
畑
者
御
見
取
二
被
為
仰
付
候
処
、
年
来
之
困
窮
二
付
、
茶
園
畑
共
　
外
之
者
之
手
二
入
過
半
ハ
御
茶
師
共
所
持
不
仕
、
其
上
段
々
八
木
高
　
直
二
御
座
候
而
、
去
午
年
ハ
半
納
以
前
ヨ
リ
凡
七
八
十
貫
匁
程
も
銀
　
高
多
ク
上
納
、
御
茶
師
共
奉
蒙
御
恵
候
甲
斐
も
無
御
座
躰
罷
成
候
、
　
剰
御
茶
園
三
ツ
取
二
奉
願
候
場
所
茂
水
場
二
而
只
今
水
底
二
罷
成
候
　
場
所
も
在
之
、
山
方
二
而
者
荒
地
二
成
候
所
も
在
之
、
御
年
貢
ま
と
　
い
差
上
ケ
候
場
所
多
く
迷
惑
候
御
事
ω
一、
O
四
十
ケ
年
以
前
迄
ハ
、
各
園
一
反
二
付
金
子
百
五
十
両
或
百
両
　
余
二
者
何
時
も
質
物
二
入
金
子
相
調
候
二
付
、
不
勝
手
成
者
共
も
兎
　
弐
角
相
続
仕
候
得
共
、
近
年
御
茶
園
物
成
勝
手
二
不
罷
成
候
故
、
綾
　
二
金
子
五
三
両
な
ら
て
は
届
申
者
無
御
座
候
（
後
略
）
㈲
一、
ｵ
有
院
様
御
代
度
々
御
銀
拝
借
被
為
仰
付
、
御
影
を
以
相
続
仕
候
　
得
共
、
寛
文
十
戌
年
貞
享
元
子
年
元
禄
十
已
年
同
十
一
寅
年
数
度
之
　
大
火
二
、
居
宅
其
上
冬
春
ヨ
リ
修
理
仕
置
御
茶
摘
取
申
迄
二
仕
候
茶
　
園
並
御
茶
霜
覆
道
具
迄
焼
失
仕
、
大
分
之
損
亡
共
二
御
座
候
（
中
略
）
　
其
外
度
々
之
洪
水
等
以
、
弥
困
窮
仕
候
御
事
⑥
一、
苒
ン
?
p
之
諸
色
八
木
ヲ
始
三
四
十
色
も
御
座
候
処
、
人
足
御
茶
　
之
撰
賃
等
二
至
迄
、
大
方
一
倍
二
倍
三
双
倍
も
高
直
二
罷
成
候
、
外
　
之
商
売
物
者
時
々
之
相
場
ヲ
以
売
買
仕
候
得
共
、
御
茶
料
之
儀
七
十
　
ケ
年
以
前
大
猷
院
様
御
代
御
定
之
御
直
段
ヲ
用
申
候
、
依
之
至
極
困
　
窮
仕
相
続
難
成
御
座
候
二
付
、
何
と
ぞ
御
茶
之
直
段
御
増
シ
願
度
存
　
候
得
共
、
近
年
諸
国
御
簡
略
二
付
、
御
壷
数
年
々
減
少
仕
候
折
柄
之
　
儀
二
御
座
候
得
者
、
御
茶
直
段
増
シ
候
而
者
弥
諸
方
壼
数
減
少
も
可
　
仕
と
存
候
二
付
、
直
段
増
シ
御
訴
訟
も
得
不
奉
頼
候
御
事
⑦
一、
E
之
段
々
二
付
一
年
増
シ
ニ
困
窮
之
上
、
諸
色
高
直
労
以
ひ
し
と
　
差
詰
り
迷
惑
仕
候
、
依
之
十
八
ケ
年
以
前
ヨ
リ
今
年
二
至
、
品
々
御
　
訴
訟
申
上
候
、
何
分
二
も
御
救
被
成
下
、
御
願
を
以
御
用
無
慈
相
勤
　
家
業
相
続
仕
候
者
難
有
可
奉
存
候
以
上
一65一
未
＋
二
月
御
奉
行
様
御
茶
師
中
　
第
一
条
は
茶
師
と
幕
府
の
関
係
を
示
す
も
の
で
、
第
二
条
以
下
に
困
窮
の
要
因
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
　
ま
ず
第
二
条
で
は
、
茶
の
収
穫
高
の
減
少
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
茶
葉
吟
味
の
た
め
、
製
茶
の
量
が
減
少
し
た
こ
と
と
、
宇
治
川
洪
水
等
に
よ
り
茶
園
が
荒
廃
し
た
こ
と
の
た
め
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
　
第
三
条
で
は
、
年
貢
が
高
い
こ
と
を
困
窮
の
要
因
の
一
つ
に
あ
げ
て
い
る
。
そ
し
て
度
々
年
貢
率
引
き
下
げ
の
訴
訟
を
お
こ
し
、
そ
の
た
び
に
認
め
ら
れ
て
次
第
に
率
は
低
く
な
っ
た
が
、
銀
納
で
あ
っ
た
た
め
に
、
米
相
場
の
上
昇
に
よ
っ
て
銀
高
は
ま
す
ま
す
増
加
し
て
い
っ
た
。
正
徳
五
年
以
後
も
年
貢
率
引
下
げ
の
訴
訟
は
度
々
あ
り
、
寛
政
七
年
以
降
は
全
面
的
に
　
　
　
　
　
　
　
゜
　
（
6
）
見
取
検
見
法
と
な
っ
た
。
　
し
か
し
、
そ
れ
ま
で
に
茶
師
た
ち
は
、
次
々
に
茶
園
を
手
離
し
て
い
っ
た
。
茶
園
売
渡
し
に
つ
い
て
は
、
第
四
条
に
も
あ
る
よ
う
に
、
次
第
に
質
入
れ
も
不
利
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
後
も
茶
師
が
ま
す
ま
す
困
窮
す
る
に
つ
れ
、
茶
園
の
売
渡
し
は
続
ぎ
、
茶
製
所
や
屋
敷
地
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
一
部
ま
で
も
売
渡
す
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
茶
師
が
茶
園
等
を
手
離
し
て
い
っ
た
こ
と
は
、
茶
の
栽
培
お
よ
び
製
造
と
、
販
売
の
分
離
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
茶
師
は
次
第
に
茶
の
栽
培
、
製
造
に
は
関
与
し
な
く
な
り
、
特
に
販
売
に
の
み
力
を
い
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
明
治
維
新
後
に
大
部
分
の
茶
師
が
没
落
し
た
要
因
の
一
つ
に
も
つ
な
が
る
。
す
な
わ
ち
そ
の
主
な
購
入
者
で
あ
っ
た
幕
府
が
倒
れ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
茶
師
の
茶
販
売
の
業
は
な
り
た
た
な
く
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
　
さ
て
、
初
期
か
ら
の
茶
師
困
窮
を
救
済
す
る
た
め
に
幕
府
は
年
貢
率
引
下
げ
の
ほ
か
に
茶
師
に
金
を
貸
す
こ
と
も
し
た
。
第
五
条
に
四
代
家
綱
の
代
の
借
金
の
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
文
化
十
年
の
「
宇
治
記
」
に
詳
し
い
記
載
が
あ
る
が
、
家
綱
の
寛
文
廷
宝
年
間
の
借
金
を
、
百
年
以
上
経
過
し
た
文
化
十
年
ま
で
に
ほ
と
ん
ど
返
納
し
て
い
な
い
の
で
　
（
8
）
あ
る
。
そ
し
て
大
部
分
の
茶
師
は
以
前
か
ら
の
借
金
が
累
積
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
後
さ
ら
に
幕
府
か
ら
借
金
す
る
こ
と
は
で
ぎ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
茶
師
は
さ
ら
に
困
窮
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
御
用
を
つ
と
め
て
い
た
大
名
か
ら
借
金
を
し
た
。
大
名
か
ら
度
々
借
金
で
き
た
と
い
う
こ
と
は
、
茶
師
が
そ
れ
だ
け
優
遇
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
も
な
る
が
、
江
戸
時
代
後
半
に
な
る
と
、
借
金
返
済
の
た
め
に
、
ま
た
借
金
を
重
ね
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
す
ま
す
困
窮
に
拍
車
を
か
け
た
結
果
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
明
治
維
新
後
、
そ
の
よ
う
な
金
銭
的
援
助
を
失
っ
た
こ
と
も
茶
師
没
落
の
要
因
の
ひ
と
つ
に
あ
げ
ら
れ
る
。
　
さ
て
、
正
徳
五
年
の
「
覚
」
に
も
ど
る
。
第
六
条
で
は
茶
詰
に
必
要
な
諸
費
用
の
値
上
げ
を
あ
げ
て
い
る
。
茶
詰
を
す
る
た
め
に
茶
師
は
多
く
の
　
　
　
　
　
　
（
9
）
費
用
を
必
要
と
し
た
。
幕
府
役
人
や
諸
大
名
の
茶
道
頭
た
ち
が
、
茶
壺
運
搬
人
と
し
て
宇
治
に
滞
在
し
て
い
る
間
に
饗
応
し
た
り
贈
答
品
を
贈
っ
た
一66一
江戸時代の宇治茶師
り
も
し
た
。
ま
た
茶
詰
の
時
だ
け
で
な
く
茶
摘
や
製
茶
の
時
な
ど
、
　
一
時
的
に
多
量
の
労
働
力
を
必
要
と
し
た
の
で
、
そ
れ
ら
の
時
に
多
く
の
日
雇
人
を
雇
い
、
そ
の
賃
金
も
茶
師
負
担
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
ら
の
諸
費
用
が
値
上
が
り
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
茶
の
値
段
は
寛
永
十
九
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
年
に
そ
れ
以
前
の
三
割
増
に
な
っ
た
だ
け
で
、
幕
末
に
至
る
ま
で
値
上
げ
　
　
　
　
　
（
1
1
）
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
幕
府
の
倹
約
政
策
に
応
じ
て
茶
の
需
要
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
量
は
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
減
少
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
困
窮
し
て
も
茶
料
値
上
げ
を
強
く
要
求
で
き
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
茶
師
の
立
場
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
　
以
上
、
正
徳
五
年
の
「
覚
」
を
中
心
に
し
て
茶
師
困
窮
の
要
因
を
あ
げ
て
き
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
江
戸
時
代
初
期
か
ら
茶
師
は
か
な
り
困
窮
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
年
を
経
る
に
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
解
消
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
増
長
し
て
い
っ
た
。
茶
師
は
幕
府
や
諸
大
名
の
保
護
に
よ
っ
て
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
特
殊
な
地
位
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
特
権
の
上
に
安
座
し
て
い
た
た
め
に
、
ま
す
ま
す
困
窮
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
（
1
）
廻
状
の
順
序
東
西
両
京
都
町
奉
行
1
↓
事
　
　
↑
　
管
上
林
両
家
↓
物
（長
j
家
）
　
御
l
I
V
各
御
物
茶
師
ー
↓
御
袋
年
行
事
ー
↓
各
御
袋
茶
師
↓
御
通
年
行
事
貝
雛
礁
（
2
）
　
三
年
行
事
の
役
割
等
は
「
年
行
古
又
帳
」
（
文
化
十
三
年
）
、
「
仲
ケ
間
用
拍
」
　
　
（
同
十
五
年
）
、
「
年
行
蔓
留
帳
」
（
文
政
二
年
・
同
五
年
）
、
「
年
行
事
拍
」
　
　
（
文
久
四
年
）
等
に
ょ
る
。
（
4
）
　
「
養
子
願
書
一
件
、
仲
ケ
間
江
指
入
置
一
札
留
」
（
文
政
五
年
十
二
月
）
に
　
　
は
春
松
家
養
子
の
件
に
他
の
御
物
茶
師
が
干
渉
し
て
い
る
様
子
が
詳
し
く
記
　
　
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
御
物
茶
師
同
志
で
養
子
縁
組
等
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
　
　
と
も
あ
っ
た
。
（
4
）
　
「
日
本
経
済
史
辞
典
」
（
日
本
経
済
史
研
究
所
編
）
、
宇
治
茶
の
頃
に
『
茶
　
　
師
は
、
毎
年
一
定
斤
量
の
茶
を
進
献
す
る
義
務
を
負
担
し
、
之
に
対
し
て
報
　
　
酬
を
給
与
さ
れ
、
以
っ
て
そ
の
生
計
の
安
定
を
保
障
さ
れ
て
い
た
』
と
あ
　
　
る
。
ま
た
「
封
建
時
代
に
お
け
る
宇
治
茶
業
の
発
展
」
（
三
橋
時
雄
）
に
は
、
　
　
『
（
前
略
）
宇
治
茶
師
の
生
計
の
安
定
は
完
全
に
保
障
さ
れ
て
い
た
』
と
あ
　
　
る
。
こ
の
ほ
か
、
茶
師
の
生
活
面
に
触
れ
た
も
の
は
少
な
い
が
、
茶
師
は
茶
　
　
詰
時
以
外
は
安
逸
に
暮
し
て
い
た
傾
向
が
み
ら
れ
る
た
め
、
一
般
に
経
済
的
　
　
に
安
定
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
（
5
）
　
「
宇
治
記
」
宇
治
本
郷
高
之
事
に
よ
る
と
、
　
　
　
斗
代
上
園
一
反
二
付
二
石
五
斗
代
　
　
　
　
　
今
植
一
反
二
付
二
石
代
　
　
　
　
　
中
園
一
反
二
付
　
一
石
五
斗
代
　
　
　
　
　
下
園
一
反
二
付
　
一
石
代
　
　
　
高
三
千
十
石
七
斗
九
合
四
分
　
宇
治
郷
高
　
　
　
　
　
田
畑
高
千
六
十
一
石
八
斗
四
升
七
合
五
分
　
　
　
　
内
園
屋
敷
千
九
百
四
十
五
石
八
斗
七
合
九
分
　
　
　
　
　
外
園
高
三
石
五
升
四
合
一67一
（
6
）
　
「
宇
治
記
」
に
『
寛
政
六
寅
年
御
茶
師
ヨ
リ
致
訴
訟
、
園
屋
敷
高
定
免
三
　
　
ツ
取
之
所
破
免
、
脚
寛
政
七
年
L
ヨ
リ
見
取
御
年
貢
取
立
申
候
』
と
あ
る
。
（
7
）
　
「
所
持
地
面
並
諸
道
具
之
事
」
（
安
政
五
年
）
に
は
、
春
松
家
の
地
面
売
渡
　
　
し
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
春
松
家
は
比
較
的
茶
園
を
後
ま
で
所
　
　
持
し
て
い
た
方
で
あ
る
。
現
在
の
春
松
家
御
主
人
の
お
話
し
に
よ
る
と
、
明
　
　
治
維
新
時
に
は
、
ま
っ
た
く
茶
園
を
所
持
し
て
い
な
か
っ
た
茶
師
も
多
か
っ
　
　
た
そ
う
で
あ
る
。
春
松
家
は
明
治
維
新
時
に
も
多
少
の
自
園
を
所
持
し
て
お
　
　
り
、
一
つ
は
そ
の
た
め
に
茶
業
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
と
、
　
　
御
主
人
は
述
懐
し
て
お
ら
れ
た
。
（
8
）
　
幕
府
よ
り
の
負
金
の
た
め
、
上
林
長
男
家
は
、
一
時
的
に
改
易
に
な
っ
た
　
　
こ
と
も
あ
る
。
（
「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
巻
第
千
二
百
五
十
六
参
照
）
（
9
）
　
「
御
宿
諸
雑
用
拍
」
（
年
月
不
詳
）
、
「
御
宿
入
用
諸
事
積
り
書
」
（
元
文
三
　
　
年
）
（
1
0
）
　
「
宇
治
里
袋
」
（
文
化
十
年
）
に
『
大
猷
院
様
御
代
寛
永
十
九
年
午
と
し
　
　
宇
治
御
茶
師
困
窮
に
付
、
小
堀
遠
江
守
殿
を
以
奉
願
三
割
増
に
被
仰
付
候
』
　
　
と
あ
る
。
（
1
1
）
　
寛
永
十
八
年
以
前
の
茶
料
は
、
上別極別極
　儀
揃揃揃儀上
斤斤斤斤斤
付付付付付
代
銀
六
匁
代
銀
四
十
匁
代
銀
二
十
匁
代
銀
十
匁
代
銀
六
匁
寛
永
十
九
年
三
割
増
と
な
り
、
　
　
極
上
一
斤
二
付
代
銀
七
十
八
匁
　
　
　
別
儀
一
斤
二
付
代
銀
五
十
二
匁
　
　
　
極
揃
　
一
斤
二
付
代
銀
二
十
六
匁
（
以
下
略
）
　
　
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
幕
末
ま
で
茶
料
が
値
上
り
し
な
か
っ
た
こ
と
は
「
宇
　
　
治
茶
価
記
」
（
弘
化
二
年
、
幕
府
側
の
記
録
、
国
会
図
書
館
蔵
）
に
よ
っ
て
　
　
も
わ
か
る
。
（
1
2
）
　
「
御
物
中
記
録
」
（
文
化
九
年
）
に
『
今
年
ヨ
リ
五
ケ
年
之
間
一
．
一
割
御
減
』
　
　
「
年
行
夏
留
帳
」
（
文
政
二
年
）
に
『
去
四
月
中
、
堅
御
倹
約
被
仰
出
候
二
　
　
付
御
茶
並
諸
入
用
御
代
銀
等
減
方
相
立
候
』
と
あ
る
。
む
　
す
　
び
　
“
御
茶
師
”
と
敬
称
さ
れ
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
幕
府
・
朝
廷
・
諸
大
名
の
茶
御
用
を
一
手
に
ひ
ぎ
う
け
、
そ
の
権
威
を
誇
っ
て
い
た
宇
治
茶
師
は
、
明
治
維
新
直
後
、
幕
府
や
諸
大
名
の
保
護
を
失
っ
て
、
大
部
分
が
廃
　
　
　
　
　
（
1
）
業
、
転
業
し
た
。
　
江
戸
時
代
初
期
に
お
い
て
、
茶
師
は
各
々
が
茶
園
と
大
規
模
な
茶
製
所
を
も
ち
、
茶
の
栽
培
か
ら
製
造
、
販
売
ま
で
す
べ
て
を
賄
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
良
茶
を
製
す
る
技
術
に
優
れ
て
い
た
者
が
幕
府
に
と
り
た
て
ら
れ
、
御
用
茶
師
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
上
林
一
族
の
祖
は
家
康
と
直
接
の
関
係
を
も
ち
、
他
の
茶
師
も
い
わ
ゆ
る
茶
人
大
名
等
と
個
人
的
な
関
係
を
も
っ
た
り
し
て
、
茶
師
の
初
期
に
お
け
る
社
会
的
地
位
は
か
な
り
高
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
将
軍
や
諸
大
名
と
の
直
接
の
関
係
は
次
第
に
薄
れ
て
い
っ
た
が
、
茶
御
用
は
あ
い
か
わ
ら
ず
う
一68一
江戸時代の宇治茶師
け
て
い
た
の
で
、
そ
の
役
割
を
通
し
て
高
い
権
威
を
保
持
し
て
い
た
。
　
そ
し
て
そ
の
権
威
ゆ
え
に
、
茶
師
は
経
済
的
に
も
安
定
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
実
際
に
は
、
本
文
で
詳
述
し
た
よ
う
に
、
か
な
り
初
期
か
ら
既
に
困
窮
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
幕
府
は
初
期
に
は
無
利
子
で
金
を
貸
し
た
り
し
た
。
と
こ
ろ
が
茶
の
値
段
は
寛
永
十
九
年
に
、
そ
れ
以
前
よ
り
三
割
増
加
し
た
だ
け
で
、
そ
の
後
値
上
げ
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
茶
師
た
ち
は
幕
府
か
ら
様
々
の
特
権
を
与
え
ら
れ
て
い
た
た
め
に
、
茶
の
値
段
を
あ
げ
る
訴
訟
は
お
こ
さ
な
か
っ
た
。
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
た
困
窮
し
て
も
、
そ
の
権
威
を
固
持
し
て
町
売
り
を
し
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
次
第
に
自
園
や
茶
製
所
を
手
離
し
、
茶
の
栽
培
、
製
造
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
製
茶
を
買
上
げ
て
、
幕
府
・
朝
廷
・
諸
大
名
か
ら
預
っ
た
壷
に
茶
を
詰
め
る
こ
と
だ
け
を
お
こ
な
う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
者
が
多
い
。
ま
た
、
幕
府
か
ら
の
み
で
な
く
、
各
々
が
御
用
を
つ
と
め
て
い
る
大
名
か
ら
茶
料
の
前
借
り
な
ど
し
て
、
ま
す
ま
す
困
窮
に
拍
車
を
か
け
た
。
す
な
わ
ち
、
茶
師
の
年
間
収
入
は
ほ
ぼ
一
定
し
て
い
た
の
に
、
次
第
に
支
出
が
多
く
な
り
、
そ
れ
を
補
う
た
め
に
借
金
を
し
、
そ
の
借
金
返
済
の
た
め
に
ま
た
借
金
に
借
金
を
重
ね
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
　
江
戸
時
代
、
茶
道
が
隆
盛
し
、
喫
茶
の
風
習
が
一
般
化
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
幕
府
や
諸
大
名
に
と
っ
て
茶
は
必
需
品
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
旧
来
か
ら
茶
御
用
を
つ
と
め
て
い
た
と
い
う
信
用
に
よ
り
、
茶
師
は
優
遇
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
幕
末
に
は
、
大
部
分
の
茶
師
は
経
済
的
基
盤
を
失
っ
て
、
信
用
の
み
に
よ
っ
て
、
商
売
を
な
り
た
た
せ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
明
治
維
新
に
な
っ
て
、
単
に
そ
れ
ま
で
幕
府
か
ら
与
え
ら
れ
て
い
た
特
権
を
失
っ
た
か
ら
と
い
う
理
由
の
み
で
な
く
、
没
落
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
必
然
性
が
、
既
に
江
戸
時
代
初
期
、
茶
園
を
手
離
し
は
じ
め
た
時
か
ら
萌
芽
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
ま
た
、
茶
師
内
部
の
事
情
の
み
で
な
く
、
外
部
の
状
況
も
そ
の
没
落
の
要
因
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
茶
師
を
中
心
と
し
て
、
封
建
的
基
盤
の
上
に
長
年
隆
盛
を
誇
っ
て
い
た
宇
治
の
茶
業
は
、
幕
末
、
海
外
貿
易
の
開
始
に
よ
っ
て
不
安
定
な
状
態
に
お
ち
い
っ
た
の
で
あ
る
。
安
政
六
年
に
海
外
貿
易
が
は
じ
ま
る
と
東
洋
独
特
の
茶
が
西
欧
人
に
注
目
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
宇
治
茶
は
良
質
で
は
あ
る
が
コ
ス
ト
が
高
く
、
輸
出
品
に
は
む
か
な
か
っ
た
。
ま
た
従
来
の
権
威
を
固
持
し
て
町
売
り
も
し
な
い
程
で
あ
っ
た
か
ら
、
茶
師
た
ち
は
海
外
貿
易
に
注
目
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
宇
治
以
外
の
地
で
大
量
に
茶
を
生
産
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
宇
治
茶
業
全
体
に
危
機
を
招
来
し
た
。
　
こ
の
よ
う
な
時
、
長
年
茶
師
の
権
勢
に
圧
迫
さ
れ
て
い
た
、
茶
師
以
外
の
茶
製
造
家
が
、
玉
露
茶
を
改
良
し
て
良
質
煎
茶
を
つ
く
り
、
国
内
販
路
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
の
開
拓
に
つ
と
め
、
茶
所
と
し
て
の
宇
治
を
復
興
さ
せ
た
。
し
た
が
っ
て
“
良
質
茶
を
製
す
る
”
と
い
う
宇
治
の
伝
統
は
、
茶
師
以
外
の
新
興
茶
商
た
ち
に
う
け
つ
が
れ
、
そ
の
担
い
手
は
か
わ
っ
て
も
、
今
な
お
、
宇
治
は
“
良
質
茶
の
産
地
”
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
〈
付
記
〉
本
稿
を
作
成
す
る
た
め
に
多
く
の
史
料
を
提
供
し
て
く
だ
さ
一69一
っ
た
上
林
春
松
氏
を
は
じ
め
、
様
々
の
助
言
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
諸
先
生
先
叢
方
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
（
1
）
　
「
旧
御
茶
師
之
名
前
」
（
明
治
十
九
年
）
に
よ
る
と
、
茶
業
従
事
者
、
廃
　
　
業
者
は
次
の
と
う
り
で
あ
る
。
　
　
　
旧
茶
頭
取
（
上
林
両
家
）
と
も
に
廃
業
　
　
　
旧
御
物
茶
師
　
従
事
老
四
名
上
林
春
松
、
上
林
平
入
、
長
井
貞
甫
、
上
林
　
　
　
　
三
入
・
廃
業
者
七
名
上
林
味
卜
、
酒
多
宗
有
、
尾
崎
坊
有
庵
、
星
野
宗
　
　
　
　
以
、
堀
頁
朔
、
長
茶
宗
味
、
辻
善
徳
　
　
　
旧
御
袋
茶
師
　
従
事
者
四
名
上
林
牛
加
、
上
林
道
庵
、
竹
田
紹
且
、
竹
田
　
　
　
　
紹
清
・
廃
業
者
五
名
八
嶋
宗
応
、
埼
正
法
、
木
村
宗
二
、
佐
野
道
意
、
　
　
　
　
竹
多
道
雲
　
　
　
旧
御
通
茶
師
　
、
従
事
老
五
名
西
村
了
以
、
橋
本
玄
可
、
菱
木
宗
見
、
宮
　
　
　
　
林
有
斎
、
森
江
惣
左
衛
門
・
廃
業
者
八
名
片
岡
道
二
、
河
村
宗
順
、
馬
　
　
　
　
場
宗
円
、
森
本
道
加
、
喜
多
立
玄
、
新
長
左
衛
門
、
梅
林
宗
雪
、
永
田
　
　
　
　
七
郎
右
衛
門
　
　
　
以
上
三
十
三
名
、
内
茶
業
従
事
者
十
三
名
・
廃
業
者
二
十
名
　
　
上
林
春
松
氏
の
お
話
し
に
よ
る
と
、
こ
の
後
す
ぐ
に
廃
業
し
た
者
も
あ
り
、
　
　
多
く
は
第
二
次
大
戦
時
に
没
落
し
て
、
現
在
、
江
戸
時
代
の
茶
師
の
系
統
を
　
　
ひ
く
茶
問
屋
は
春
松
家
の
み
で
あ
る
。
（
2
）
　
「
宇
治
茶
の
話
」
（
上
林
槍
道
者
「
茶
道
全
集
」
巻
七
）
に
は
『
（
前
略
）
　
　
自
家
の
製
茶
を
一
般
の
人
々
に
は
売
ら
な
か
っ
た
も
の
で
、
若
し
茶
師
の
中
　
　
で
そ
れ
を
す
る
者
が
あ
る
と
、
　
「
町
売
り
」
を
す
る
と
て
卑
ん
で
、
そ
の
家
　
　
と
は
縁
組
は
し
な
か
っ
た
。
併
し
茶
師
の
茶
は
良
い
か
ら
一
般
の
人
々
も
い
　
　
ろ
い
ろ
の
手
蔓
を
以
て
所
望
す
る
の
で
、
そ
の
場
合
は
分
与
は
寸
る
が
代
金
　
　
と
し
て
は
受
取
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
一
般
の
人
々
は
謝
礼
と
し
て
水
引
を
　
　
掛
け
て
差
出
し
た
も
の
で
あ
る
』
と
あ
る
。
（
3
）
　
辻
利
右
衛
門
（
宇
治
田
原
で
数
代
茶
業
を
営
ん
で
い
た
、
茶
師
以
外
の
茶
　
　
製
造
家
の
出
身
）
が
改
良
玉
露
茶
を
案
出
し
、
維
新
後
に
お
け
る
挽
茶
需
要
　
　
の
減
少
を
玉
露
茶
で
挽
回
さ
せ
た
。
一70一
